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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
新
年
の
門
出
を
皆

様
お
揃
い
で
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
昨
今
、
地
方
分
権
の
進

展
、
三
位
一
体
の
行
財
政
改
革
、

市
町
村
合
併
な
ど
、
地
方
行
政
を

取
り
巻
く
環
境
は
極
め
て
厳
し
い

状
況
に
あ
り
、
こ
れ
か
ら
は
自
治

体
間
競
争
に
勝
ち
残
る
た
め
の
行

政
運
営
の
力
量
が
ま
さ
に
好
む
と

好
ま
ざ
る
に
関
わ
ら
ず
問
わ
れ
る

時
代
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
中
、
市
政
を
担
当
さ
せ
て

頂
い
て
７
年
間
、「
変
え
よ
う
小

野
、
変
わ
ろ
う
小
野
市
」
の
実
現

の
た
め
、
市
民
と
共
に
行
政
運
営

に
全
力
で
邁
進
し
て
参
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
画
一
的
、
横
並
び
の

行
政
運
営
で
は
な
く
、
社
会
情
勢

や
住
民
ニ
ー
ズ
の
著
し
い
変
化
に

対
応
す
る
た
め
「
行
政
も
ま
た
経

営
」
を
基
本
理
念
と
し
『
よ
り
高

度
で
よ
り
高
品
質
な
サ
ー
ビ
ス
を
、

い
か
に
低
コ
ス
ト
で
提
供
す
る
か
』

を
念
頭
に
、
そ
の
経
営
戦
略
と
し

て
以
下
の
「
４
本
の
柱
」
で
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

顧
客
満
足
度
志
向
「
市
民
＝
顧
客
」、

「
市
役
所
は
市
内
最
大
の
サ
ー
ビ

ス
産
業
の
拠
点
」
と
位
置
づ
け
、

「
市
長
へ
の
手
紙
」
な
ど
の
幅
広

い
広
聴
シ
ス
テ
ム
を
確
立
 

皆
様
か
ら
の
要
望
、
提
案
に
全

て
文
書
で
回
答
す
る
と
共
に
、
実

施
可
能
な
も
の
は
市
政
に
反
映
い

た
し
ま
し
た
。
主
な
例
は
、「
市

民
課
窓
口
の
土
曜
開
庁
」「
図
書

館
の
月
曜
開
館
」「
ら
ん
ら
ん
バ

ス
の
運
行
」
参
画
と
協
働
の
拠
点

「
う
る
お
い
交
流
館
エ
ク
ラ
」
の

建
設
、
少
子
化
対
策
と
し
て
「
就

学
前
乳
幼
児
医
療
費
の
無
料
化
」

「
児
童
館
チ
ャ
イ
コ
ム
の
整
備
」

等
で
す
。 

成
果
主
義
「
何
を
や
っ
て
い
る
の

か
」
で
な
く
「
何
を
も
た
ら
し
た

か
」 厳

し
い
財
政
事
情
が
続
く
中
、

入
札
制
度
の
改
革
や
、
職
員
数
を

県
下
都
市
中
最
少
に
抑
え
る
等
、

あ
ら
ゆ
る
行
財
政
改
革
を
着
実
に

推
進
し
、
健
全
な
財
政
運
営
の
維

持
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
７
年
連

続
貸
出
冊
数
日
本
一
の
図
書
館
、

工
業
団
地
と
流
通
等
業
務
団
地
の

完
売
に
よ
る
雇
用
の
創
出
。
市
民

安
全
部
設
置
に
よ
る
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
開
始
に
よ
り
犯
罪
件
数
の
対
前

年
度
比
35
％
減
等
々
、
改
革
の
成

果
が
随
所
に
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。 

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
「
こ
こ
に
し
か
な

い
小
野
ら
し
さ
」
を
追
求
す
る
行

政
 西

日
本
最
大
級
の
桜
の
名
所
づ

く
り
に
取
り
組
む
「
桜
づ
つ
み
回

廊
事
業
」、
応
募
総
数
約
６，
０
０

０
首
の
短
歌
の
全
国
イ
ベ
ン
ト
「
上

田
三
四
二
記
念
小
野
市
短
歌
フ
ォ
ー

ラ
ム
」、「
全
国
高
校
珠
算
競
技
大

会
」、65
歳
の
第
２
の
成
人
式
「
エ

イ
ジ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
・
パ
ー
テ
ィ
」、

年
間
約
40
万
人
を
超
え
る
来
場
者

で
賑
わ
う
「
白
雲
谷
温
泉
ゆ
ぴ
か
」、

年
間
１
０
０
万
人
以
上
が
訪
れ
る

「
ひ
ま
わ
り
の
丘
公
園
」、
２
日
間

で
14
万
人
の
来
場
者
を
お
迎
え
し

た
「
小
野
ま
つ
り
」
等
は
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
の
施
策
と
し
て
多
く
の
方
々

か
ら
注
目
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

後
手
管
理
か
ら
先
手
管
理
へ
の
転

換
「
言
わ
れ
て
か
ら
や
る
の
で
は

な
く
、
言
わ
れ
る
前
に
や
る
」　

　
防
犯
や
防
災
、
環
境
対
策
等
社

会
を
取
り
巻
く
様
々
な
問
題
に
対

応
す
る
た
め
、
市
内
全
て
の
小
学

校
、
養
護
学
校
、
幼
稚
園
に
警
備

員
を
配
置
す
る
等
、
い
ち
早
く
安

全
社
会
構
築
へ
の
対
応
を
図
っ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、24
時
間
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
「
水
道
お
客
様

セ
ン
タ
ー
」
は
、
民
間
の
経
営
理

念
と
手
法
を
取
り
入
れ
た
他
市
に

誇
れ
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
他
に
も

Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
紹
介
さ
れ
た
「
お
の
検

定
」
や
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た

め
の
「
地
域
づ
く
り
協
議
会
」
へ

の
支
援
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
社
会

ニ
ー
ズ
に
素
早
く
対
応
し
た
施
策

を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
「
行
政
経
営
」
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
結
果
、

大
手
新
聞
社
に
よ
る
全
国
７
１
８

都
市
を
対
象
と
し
た
政
策
の
先
進

性
を
示
す
「
行
政
改
革
度
総
合
評

価
」
に
お
い
て
、
都
市
規
模
別
で

小
野
市
が
全
国
第
１
位
の
評
価
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

し
か
し
こ
れ
ら
に
甘
ん
じ
る
こ

と
な
く
、
本
年
も
「
ゼ
ロ
ベ
ー
ス

の
発
想
」
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
続

け
、「
21
世
紀
に
雄
飛
す
る
エ
ク

セ
レ
ン
ト
シ
テ
ィ
お
の
」
の
実
現

に
向
け
て
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
よ
り
一

層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
わ
り

ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。 

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
清
々
し
い
新
春
を
ご
家
族
お

揃
い
で
お
迎
え
の
こ
と
、
謹
ん
で

お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

国
が
地
方
分
権
を
進
め
る
た
め

の
法
律
、
合
併
特
例
法
に
基
づ
き

市
町
村
の
合
併
を
積
極
的
に
支
援

し
て
き
た
結
果
、
平
成
の
大
合
併

が
一
段
と
進
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

本
年
度
３
月
末
に
は
、
全
国
で
７

７
７
市
・
１，
０
４
５
町
村
と
な

り
、
兵
庫
県
で
は
、29
市
12
町
に

な
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
国

で
は
、
こ
れ
か
ら
先
に
日
本
の
人

口
が
減
少
し
て
い
く
こ
と
や
、
地

方
へ
の
権
限
移
譲
な
ど
も
あ
り
、

歳
出
を
見
直
す
こ
と
や
債
務
を
減

ら
す
こ
と
な
ど
を
進
め
な
が
ら
、

効
率
の
良
い
小
さ
な
政
府
を
目
指

し
て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。 

小
野
市
も
、
全
国
的
な
人
口
減

少
の
影
響
も
あ
り
、
市
民
に
と
っ

て
便
利
で
効
率
的
な
コ
ン
パ
ク
ト

な
市
へ
移
行
し
て
い
く
選
択
が
望

ま
れ
ま
す
。
生
活
の
ス
リ
ム
化
が

進
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
今
後
、

行
政
も
よ
り
ス
リ
ム
化
に
取
り
組

む
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
少
子
高
齢
社
会
は
ま
す
ま

す
進
み
、
財
政
状
況
の
厳
し
さ
に

加
え
、
氾
濫
す
る
情
報
、
年
代
層

ご
と
の
異
な
っ
た
価
値
観
に
よ
る

多
様
な
ニ
ー
ズ
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
む
や
み

に
郊
外
に
広
が
る
の
で
は
な
く
、

市
街
地
や
地
域
を
活
性
化
し
て
、

商
店
街
に
人
々
が
集
ま
り
、
徒
歩

や
自
転
車
で
、
あ
る
い
は
、
交
通

機
関
を
使
っ
て
短
時
間
で
行
け
る

範
囲
内
で
日
常
生
活
に
必
要
な
も

の
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
、
ま
た
、
お
年
寄
り

や
障
害
を
持
つ
人
た
ち
に
も
動
き

や
す
く
、
暮
ら
し
や
す
い
、
そ
ん

な
交
流
が
図
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

（
地
域
社
会
）
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
う
と

こ
ろ
で
す
。
市
議
会
と
し
て
も
新

し
い
時
代
を
見
据
え
た
取
り
組
み

を
模
索
し
つ
つ
、
日
々
、
新
た
な

活
性
化
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

そ
の
一
端
と
し
て
、
議
員
定
数
を

２０
名
か
ら
１８
名
に
削
減
い
た
し
ま

し
た
。
次
期
の
市
議
会
議
員
一
般

選
挙
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。 

総
務
文
教
、
民
生
保
健
、
地
域

振
興
の
常
任
委
員
会
に
お
い
て
も
、

昨
年
に
引
き
続
き
、
議
会
活
性
化

の
た
め
現
場
に
出
向
く
と
と
も
に
、

所
管
す
る
部
課
と
の
協
議
会
を
開

催
し
て
活
性
化
に
対
す
る
活
動
を

取
り
ま
と
め
、
よ
り
高
い
次
元
の

活
性
化
に
結
び
つ
く
仕
組
み
づ
く

り
に
努
力
し
て
お
り
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
議
員
一
人
ひ
と
り
の
活

動
を
よ
り
身
近
に
知
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
議
員
の
議
会
活
動
や

議
会
情
報
を
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

議
会
報
等
で
広
く
発
信
い
た
す
所

存
で
す
。 

戦
後
も
60
年
を
経
て
、
小
野
市

も
、
成
熟
期
に
入
り
ま
し
た
。
市

民
の
皆
様
の
声
を
お
聴
き
し
な
が

ら
、　
　
市
政
の
も
と
本
年
度
の

重
点
目
標
で
あ
る
子
育
て
支
援
等

の
福
祉
の
充
実
、
夢
と
希
望
に
満

ち
た
教
育
の
展
開
、
安
全
・
安
心

の
確
保
、
協
働
と
参
画
の
実
践
、

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
シ
テ
ィ
お
の
の
推

進
に
つ
い
て
、
市
執
行
部
と
市
議

会
は
協
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

市
議
会
は
、
積
極
的
に
市
民
の

皆
様
の
付
託
に
お
応
え
す
る
と
と

も
に
、
北
播
磨
地
域
の
中
核
都
市

と
し
て
、
情
報
の
発
信
に
努
め
、

こ
れ
か
ら
も
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
小
野
市
を
つ
く
り
、
安
全
・
安

心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
、
緑
豊

か
な
ま
ち
づ
く
り
を
、
全
議
員
で

し
っ
か
り
と
支
え
な
が
ら
、
議
会

の
持
つ
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
役
割
を

充
分
に
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

本
年
も
市
民
の
皆
様
方
に
と
っ

て
、
元
気
で
健
や
か
に
暮
ら
せ
る

良
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。
小
野
市
に
と
り

ま
し
て
も
、
新
時
代
に
乗
り
遅
れ

ず
ま
す
ま
す
発
展
し
ま
す
よ
う
、

皆
様
方
の
ご
協
力
、
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 
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強豪の集まる県大会で、どの区間でも勝負できる順調な仕上
がりの中、普段通りの力を出し、ライバルチームに競り勝ち大
会新記録で４連覇、また、全国大会で第３位の快挙を達成され
た旭丘中女子チームを称えます。おめでとうございます。 

全国718の都市を対象に、大手新聞社が行政の透明度・効率化・
活性化・市民参画度・公共施設の利用度等を調査し、行政改革
等の先進性を示す「全国優良都市ランキング」の人口規模別都
市で、全国１位の評価をいただきました。今後も、市民＝顧客
と捉え「顧客満足度」を更に追求していきます。 

昨年、総踊り曲「ねがいましては－」が完成した「おの恋お
どり」は、市内外より過去最多95チーム約2,300人の踊り子が参
加し、県下最大のダンスイベントになりました。2日間で14万人
の方々にお越しいただき、小野の夏を彩る風物詩に新たな1ペー
ジを刻みました。 

他都市に先駆けて、市内の学校やコミュニティセンター等33
施設にＡＥＤを購入配備しました。これにあわせて、多くの市
民が突然の心停止事故からの蘇生を目指してＡＥＤ普及講習にチャ
レンジし、既に1,000人がその取り扱いと救命技術をマスターさ
れました。 

これまでから積極的に取り組んできた少子化対策の一環として、
育児世代への支援を強めるため、平成17年7月から乳幼児医療
費の無料化を「3歳未満」から「小学校就学前」まで拡大しました。 

以内に入らなかったニュースを、15位までご紹介します。 
貸出冊数日本一、14位：みどりの章受章「おのガーデニングボランティア」、15位：避難用サイレン設備の設置 

● 

● 

● 

● 

旭丘中学校女子駅伝県大会4連覇 
全国大会第3位～4年連続全国大会出場～ 

乳幼児医療費無料化の拡大 
～県下の市では初めて～ 

ＡＥＤ（自動体外式除細動器）を 
33公共施設に配備 

第28回小野まつり開催 

行政改革度総合評価の人口規模別 
都市ランキングで１位 

小野市に全国１位小野市に全国１位（人口規模別）（人口規模別）の評価の評価 小野市に全国１位（人口規模別）の評価 

夢と感動をありがとう！夢と感動をありがとう！！ 夢と感動をありがとう！！ 

安心して医療を受けていただけます 
 

除細動器（円内）と救命講習 

まつりクライマックス、総踊りの熱気 
 

 

5 平成１8年　広報「おの」1月号 

昭和29年の市制発足以来、50年の節目を迎え、21世紀の更なる
飛躍を市民の皆さんと共に誓い、記念事業として完成したうる
おい交流館エクラの竣工式も同時に行いました。午前は式典、
午後は市民の皆さんが計画された多彩なイベントが催されました。 

東北大学の川島隆太教授（脳科学者）が「読み書き計算が脳
を鍛える」と提唱されたことや、ＮＨＫテレビや新聞等が本市
の取り組みを特集報道したこともあり、全国的に脚光を浴びて
いる「おの検定」。平成17年6月開始の「市民検定」も大人気で、
既に1,900人が挑戦されました。 

10月、小野市民病院は、北播磨圏域における小児救急の拠点
病院として県および北播磨の医療機関から選定を受けました。
現在5名の小児科医師が救急を含む小児科診療に携わっています。 
将来的には、子どもたちの安全・安心を図るため、24時間の救

急医療体制を整える計画です。 

「定年後は故郷で暮らしたいが土地がない」「結婚した子ども
が近くに家を建てたいのだが土地がない」といった問題が解消。
市街化調整区域であっても、建築予定地の小学校区域内（市街
化調整区域に限る）に過去10年以上住んでいれば、新たに取得
した土地であっても住宅が建築できるようになりました。 

市民活動の拠点として3月20日にオープン。当日は市制50周
年記念式典や、市民主催の様々なオープニングイベントを開催。
その後、エクラ運営を考える有識者会議、市民活動の活性化を
目指したNPO大学など、多くの取り組みや交流が始まりました。
ホール等のエクラの事業は、企画から実施まで全てＮＰＯとボ
ランティアの手で運営されています。 

このほかにも、下記のようなニュースがありました。惜しくも10位 
11位：安全安心情報配信、12位：産業の拠点「小野工業団地、流通等業務団地」完売、13位：図書館７年連続  

● 

● 

● 

● 

市制施行50周年式典 

うるおい交流館エクラオープン 

県下の市では初！特別指定区域 
（地縁者の住宅区域）の指定を受ける 

北播磨小児救急拠点病院に指定 

脳を鍛える「おの検定」が脚光 

式典後のイベントで、活気あふれる踊りを披露する子ども達 
 

エクラ 
外観と賑わうホール 

金鑵城遺跡広場から望む集落の風景 

小児救急の拠点、小児救急の拠点、小野市民病院小野市民病院 小児救急の拠点、小野市民病院 

世代を問わず、楽しみながら脳力ＵＰ！ 
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65
歳
の
方
々
を
対
象
に
し
た
第

２
の
成
人
式
「
エ
イ
ジ
・
ル
ネ
サ

ン
ス
・
パ
ー
テ
ィ
２
０
０
６
」
は

本
年
度
に
お
い
て
６
回
目
を
迎
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

こ
の
パ
ー
テ
ィ
は
、
い
つ
ま
で

も
夢
と
喜
び
あ
ふ
れ
る
「
生
涯
青

春
」
の
実
践
を
目
指
し
て
、
新
た

な
る
出
会
い
の
中
で
元
気
な
自
分

を
再
発
見
し
、
こ
こ
ろ
豊
か
な
生

活
と
積
極
的
な
社
会
参
加
の
第
一

歩
へ
と
つ
な
げ
て
い
た
だ
こ
う
と

す
る
も
の
で
す
。 

こ
れ
ま
で
に
65
歳
の
対
象
者
の

皆
さ
ん
で
組
織
さ
れ
た
実
行
委
員

会
が
検
討
・
協
議
を
重
ね
、
対
象

者
自
ら
の
パ
ー
テ
ィ
に
ふ
さ
わ
し

い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ま
と
め
あ
げ
、

本
年
度
は
「
う
る
お
い
交
流
館
エ

ク
ラ
」
に
会
場
を
移
し
て
開
催
す

る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。 

パ
ー
テ
ィ
の
メ
イ
ン
は
も
ち
ろ

ん
桂
　
三
枝
さ
ん
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ

ト
に
よ
る
「
サ
ン
ス
テ
ー
ジ
」
で

す
が
、
そ
の
他
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も

皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

演
出
と
な
っ
て
い
る
こ
と
請
け
合

い
ま
す
。 

で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
を

ほ
ん
の
少
し
ご
紹
介
し
ま
す
。
　

あ
と
は
当
日
の
お
楽
し
み
！
 

▼
日
時
　
1
月
１４
日
１３
時
か
ら
 

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
 

第
１
部
　
プ
ロ
ロ
ー
グ
 

 
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
 

 
・
開
会
宣
言
 

 
・
式
典
 

第
２
部
　
記
念
パ
ー
テ
ィ
 

 
・
懇
親
会
 

 
・
記
念
撮
影
 

 
・
琉
球
舞
踊
 

第
３
部
　
サ
ン
ス
テ
ー
ジ
 

　
・
ト
ー
ク
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
桂
　
三
枝
さ
ん
 

 
・「
思
い
出
に
華
、
人
生
に
実
り

　
あ
り
」 

第
４
部
　
エ
ピ
ロ
ー
グ
 

 
・「
ふ
る
さ
と
」
合
唱
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
エ
イ
ジ
・
ル

ネ
サ
ン
ス
事
業
実
行
委
員
会（
福

祉
課
内
�

　
１
５
０
９
） 

６５
歳
の
第

歳
の
第
2
の
成
人
式
　

の
成
人
式
　「
生
涯
青
春
」

「
生
涯
青
春
」
の
実
践
を
目
指
し
て

の
実
践
を
目
指
し
て
 

 「
エ
イ
ジ

「
エ
イ
ジ
・
ル
ネ
サ
ン
ス

ル
ネ
サ
ン
ス
・
パ
ー
テ
ィ

パ
ー
テ
ィ
2
0
0
6

2
0
0
6
」 

 

１
月
１
月
１４
日
（土（土）
開
催
開
催
 

 

６５
歳
の
第
2
の
成
人
式
　「
生
涯
青
春
」
の
実
践
を
目
指
し
て
 

 「
エ
イ
ジ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
・
パ
ー
テ
ィ
2
0
0
6
」 

 

１
月
１４
日
（土）
開
催
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アトラクションとトークの楽しい 
ひとときをお過ごしください！ 
（昨年のパーティのようす） 

一緒に成長してきたからこそ、皆で祝いたいです。
楽しんでもらうため頑張ったんで、是非来て下
さい！（岡田愛子） 

一生に一度の成人式。きっと思い出に残る
事間違いないので、みなさん来て下さいね。
　　（木村千恵美） 

まだまだ成人としての自覚が足りない事が
多いですが、しっかり確実に歩んでいきた
いと思っています。（井上和明） 

堅苦しい成人式ではなく気軽に皆で楽しめる
式になっているのでぜひ、お越しください。 
（水野久仁昭） 

みんなが楽しめるような成人式にするので、ばっ
ちり決めてきてください！ 
（長谷川法子） 

心身共に大人になれますように☆（大石いなみ） 

小・中学校の同級生に会いたくないですか？他
地区の成人式とはちがう『オモロイ成人式』を
企画して待ってます。（玉井千恵子） 

みんなの手づくりの成人式を楽しみにして 
ね。（冨田洋平） 

社会人としての自覚を持ち、周りの人達と
仲良く元気にいろんな事に挑戦したいです。 
（中山裕司） 

大人としての一歩を踏み出したところです。
それぞれの道で、自分の力が出せるよう頑張
りましょう。（柳　真由美） 

大人の第一歩です。社会に向けて頑張りましょう。
（林　由佳） 

みんなに会えるのが楽しみです！（前田香織） 

俺等の成人式。みん
なで祝いたいし、絶
対来てな！待ってる
から。（樫木卓也） 

日本一の成人式へ、 
いらっしゃ～い。 
（青山幸之助） 

成
人式
を迎えて

成
人

式
実行委員会からのメッ

セー

ジ

▼
日
時
　
１
月
９
日
（祝） 
 

▼
場
所
　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
 

2
0
0
6

2
0
0
6
成
人
式
が
開
催
さ
れ
ま
す

成
人
式
が
開
催
さ
れ
ま
す
 

 お
め
で
と
う
！
　
新
成
人
の
皆
さ
ん

お
め
で
と
う
！
　
新
成
人
の
皆
さ
ん
 

2
0
0
6
成
人
式
が
開
催
さ
れ
ま
す
 

 お
め
で
と
う
！
　
新
成
人
の
皆
さ
ん
 

成
人
式
の
意
義
が
問
わ
れ
る
今
日
、
小
野
市
で
は
新
成
人

の
た
め
の
成
人
式
を
新
成
人
代
表
の
実
行
委
員
の
企
画
に
よ

り
み
ん
な
で
手
作
り
で
つ
く
り
あ
げ
て
い
ま
す
。 

今
回
の
新
成
人
該
当
者
は
、
男
性
２
８
３
名
、
女
性
２
９

７
名
、
合
計
５
８
０
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
の
小
野
市
を
担
う
新
成
人
の
皆
さ
ん
、
お
誘
い

合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
出
席
く
だ
さ
い
。
な
お
、
例
年
通

り
服
装
は
自
由
で
す
。 

手
話
サ
ー
ク
ル
「
ひ
ま
わ
り
」
の
ご
協
力
に
よ
り
、
手
話

通
訳
を
行
い
ま
す
。
車
い
す
を
使
用
さ
れ
る
方
や
介
助
の
方

の
席
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

▼
受
付
　
8
時
50
分
か
ら
9
時
20
分
 

▼
内
容
 

第
一
章
　『
過
去
↓
語
り
場
っ
！
↓
未
来
』 

　
市
長
と
新
成
人
に
よ
る
全
員
参
加
型
の
ト
ー
ク
&
セ
レ
モ

ニ
ー
（
9
時
30
分
か
ら
10
時
）。 

第
二
章
　『
過
去
↓
メ
ッ
セ
ー
ジ
↓
未
来
』 

　
恩
師
か
ら
の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
を
中
心
に
、
思
い
出
の
記
録

を
上
映
（
10
時
か
ら
10
時
30
分
）。 

記
念
撮
影
　
10
時
30
分
か
ら
11
時
30
分
 

第
三
章
　『
集
ま
れ
お
の
っ
子
☆
』 

　
中
学
校
区
ご
と
の
同
窓
会
と
な
っ
て
い
ま
す
（
11
時
30
分

頃
か
ら
）。 

▼
場
所
　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
他
 

※
市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
方
に
は
案
内
状
を
お
送
り
し
て

い
ま
す
。 

※
案
内
状
が
届
か
な
か
っ
た
方
も
、
当
日
お
越
し
い
た
だ
け

れ
ば
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
成
人
式
実
行
委
員
会
事
務
局
（
生
涯
学

習
課
内
�

　
２
４
４
５
） 
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第3回市民版「おの検定（漢字・計算）」受検案内 
 

7 平成１8年　広報「おの」1月号 

お申し込みの際は、申込書の科目欄に記載してある漢字・計
算のいずれか一方もしくは両方を選択してください。 

申し込み方法　生涯学習課および各検定会場に、所定の申し込
み書に記入して申し込むか、または電話、ファクスでも申し込
み出来ます。当日、受検会場での受け付けも可能です。 
※検定科目は（漢字・計算）です。検定する等級が分からない
　場合は、当日に申し出てください。 

11月22日、女性の視点から見たまちづくりへのご意見をお聞きし、市政に役立てようと、４年ぶりに第２回女

性議会を開催しました。公募で選ばれた20人が、議長、議員をはじめ、カメラ、録音のスタッフも担当し、定例

市議会と同様、インターネットや議会テレビでも中継されるという、本番さながらの議会となりました。 

議会では、女性の日頃からの行政に対する関心の高さがうかがえる貴重な質問が相次ぎ、市の取り組み姿勢を

確認する再質問には、市の答弁者の緊張感が伝わる場面もあり、約40名の傍聴者の中には、｢用事があり途中退席

するのが残念。｣との声もありました。質問内容は次のとおりです。 

● 高齢者の地元企業への雇用対策●市内在住外国人との共生●地域防犯

と警察署設置●育ケ丘町メイン道路の騒音等実態と今後の計画●市民参

加の防災訓練と自主防災組織の機能発揮●若者の ｢出会いの場｣ の企画

●子育て支援としての思い切った経済支援●市民病院の産婦人科閉鎖●

年配者にも親しみやすい小野まつりの開催●高齢者に対する民生委員の

役割●学校と学童保育の連携●上質な教育（話術向上、知識人との交流

など）への取り組み●議員定数の見直し●市特別職の期末手当減額措置

廃止の再考● ｢健康体操館｣ の開設●教育の場での ｢心の教育｣ 強化●発

達障害者（児）への支援●市政への市民参画の工夫 

第3回市民版「おの検定（漢字・計算）」受検案内 
 

☆おの検って何？ 
　市内小・中学校で実施している「おの検定」を、家族のふれあいや脳の

活性化を目的に、市の教育委員会が実施する一般市民向けの検定です。 

☆だれでも受検できるの？ 
　市内外を問わず、どなたでも検定を受けることができます（小・中学生

も受検できます）。 

☆検定料はいくら？　無料です。 
☆合格は何点以上？　検定合格基準は各級とも80点以上です。（100点満点）
また、合格者には認定証を送付します。 

１月現在、市内外から約
2,000人の方が受検されま
した。 

▲
 

出前検定 
市場小学校 
算数オリンピック 
（10月29日） 

検定で脳を活性化しましょう 

検定会場および日程 
 

受付時間および受検時間 
 会　場　名 

 
 

2 4 5 4  
7 0 8 2  
1 0 2 0  
6 1 0 0  
2 0 3 0  
0 0 4 4  
 

2月 4日（土） 
2月 5日（日） 
2月11日（祝） 
2月12日（日） 
2月18日（土） 
2月19日（日） 
 

漢字検定 

計算検定 

 

9：30～  9：50 

10：30～10：50 

 

10：00～10：30 

11：00～11：30 

 

コミセンいちば 
コミセンきすみの 
コミセンおの 
コミセンおおべ 
コミセンかわい 
コミセン下東条 

電 話 番 号 
 

実　施　日 
 

受 付 時 間 

 

受 検 時 間 

 

▼
 

◯ 63 ◯ 63

◯ 62
◯ 63

◯ 63

◯ 63

◯ 66
◯ 67

出前検定 

好評実施 

 

女性の市政参画に期待 

家族みんなでおの検へ行こう 

第2回市民検定 コミセン下東条（8月27日） 

「女性議会」盛会のうちに終わる 

「女性議会、経験こそ我が最良の教訓なり」‥ 
　　　　　　女性パワー大いに発揮される 

　問い合わせ先　　生涯学習課　市民版「おの検定」係　　 
 　　　　　　　　  （�    2445・ファクス    1842） 
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8

障
害
者
自
立
支
援
法
が
平
成
17

年
10
月
末
に
成
立
し
、11
月
7
日
に

公
布
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
法
律
は
、
こ
れ
ま
で
障
害

種
別
毎
だ
っ
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

1
つ
に
ま
と
め
、
障
害
者
に
地
域

で
の
自
立
と
安
心
を
総
合
的
に
支
え

る
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
す
も
の
で
す
。 

本
年
4
月
か
ら
サ
ー
ビ
ス
利
用

や
医
療
に
か
か
る
費
用
負
担
（
上

限
額
設
定
）
と
利
用
の
仕
方
な
ど

が
変
わ
り
、10
月
か
ら
は
サ
ー
ビ
ス

の
支
給
決
定
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
す
。 

①
障
害
者
自
立
支
援
法
の
ね
ら
い
 

自
己
決
定
や
、
選
択
に
よ
る
現

在
の
支
援
費
制
度
で
は
、
適
切
な

サ
ー
ビ
ス
の
量
や
多
様
な
利
用
者

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
が
困
難
で
、
財

源
不
足
も
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
地
域
生
活
相
談
な
ど
も

十
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
。 

そ
こ
で
、
障
害
者
の
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
一
元
化
、
規
制
緩
和
に
よ

る
社
会
資
源
の
活
用
、
公
正
な
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
、
皆
で
負
担
し
支
え

合
う
仕
組
み
な
ど
を
整
え
、
障
害

者
自
ら
選
択
し
た
場
所
で
の
居
住

や
、
能
力
や
適
正
に
応
じ
、
自
立

し
た
日
常
生
活
・
社
会
生
活
を
営

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る

べ
く
制
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

②
主
な
ポ
イ
ン
ト
 

1
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

「
一
元
化
」
障
害
の
種
類
（
身
体

障
害
、
知
的
障
害
、
精
神
障
害
）

に
か
か
わ
ら
ず
、
障
害
者
の
自
立

支
援
を
目
的
と
し
た
共
通
の
制
度

に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
。 

2
も
っ
と
「
働
け
る
社
会
」
に
　

一
般
就
労
へ
の
移
行
を
目
標
と

し
た
訓
練
等
給
付
を
創
設
し
、

働
く
意
欲
と
能
力
の
あ
る
障
害

者
の
就
労
を
支
援
。 

3
地
域
の
限
ら
れ
た
社
会
資
源
を

活
用
　
空
き
店
舗
等
を
活
用
し
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
も
サ
ー
ビ
ス

提
供
が
で
き
る
よ
う
規
制
を
緩

和
。 

4
利
用
手
続
き
や
基
準
の
透
明
化

支
援
の
必
要
度
に
応
じ
た
サ
ー

ビ
ス
が
公
平
に
利
用
で
き
る
よ
う
、

審
査
会
を
設
置
。 

5
費
用
を
皆
で
負
担
し
、
支
え
合

う
仕
組
み
の
強
化
 

ア
　
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
量
や
所

得
に
応
じ
た
「
利
用
者
負
担
」

（
負
担
上
限
額
を
設
定
） 

イ
　
国
・
県
・
市
の
責
任
の
明

確
化
。 

な
ど
で
す
。
次
回
か
ら
サ
ー
ビ
ス

の
内
容
、
手
続
き
、
費
用
負
担
、

地
域
支
援
事
業
等
に
つ
い
て
、
順

次
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。 

障
害
者
自
立
支
援
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ（
そ
の
1
） 

平
成
18
年
4
月
か
ら
障
害
者
福
祉
制
度
が
段
階
的
に
変
わ
り
ま
す
！
 

小
野
ま
つ
り
・
お
の
恋
お
ど
り
 

　
　
　
　
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
曲
募
集
！
 

 
第
29
回
小
野
ま
つ
り
検
討
委
員

会
で
は
、
恒
例
の
お
の
恋
お
ど
り

オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
登
録
曲
を
募
集
し

ま
す
。
登
録
曲
は
お
の
恋
お
ど
り

参
加
者
の
皆
さ
ん
に
提
供
し
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。 

▼
募
集
内
容
　「
お
の
恋
お
ど
り
」

で
使
用
で
き
る
曲
（
何
曲
で
も

可
能
） 

◎
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
　
歌
詞
ま
た
は

モ
チ
ー
フ
の
中
に
小
野
ま
た
は

近
隣
地
域
を
連
想
さ
せ
る
も
の

が
入
っ
て
い
る
も
の
。 

◎
既
成
曲
の
編
曲
　「
小
野
音
頭
」

「
新
小
野
小
唄
」
を
編
曲
し
た

も
の
。 

▼
応
募
締
め
切
り
日
　
６
月
２０
日

（火）（
消
印
有
効
） 

▼
賞
金
　
最
優
秀
曲
10
万
円
、
入

選
曲
5
万
円
（
著
作
権
は
小
野

ま
つ
り
実
行
委
員
会
に
帰
属
） 

▼
提
出
方
法
　
曲
の
応
募
は
カ
セ
ッ

ト
テ
ー
プ
、
Ｃ
Ｄ
、
Ｍ
Ｄ
等
に

録
音
し
、
歌
詞
付
き
で
の
応
募

は
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
紙
に
書
い
て

（
様
式
不
問
）
応
募
先
ま
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
（
応
募
作
品

の
返
却
は
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
）。 

▼
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
　
〒

6
7
5
　

―
　

1
3
6
6
　
小
野
市

中
島
町
72
　
う
る
お
い
交
流
館

エ
ク
ラ
　
小
野
ま
つ
り
検
討
委

員
会
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
北
播
磨

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

（
�

　
８
６
５
０
・
フ
ァ
ク
ス

　
２
４
０
０
・
Ｅ
メ
ー
ル
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
） 

 m
atsuri@

ksks-arche.jp

平成17年国勢調査結果 
３２９人の増 

平成17年国勢調査結果 
３２９人の増 

平
成
17
年
国
勢
調
査

の
実
施
に
つ
い
て
は
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

調
査
に
基
づ
い
た
小

野
市
の
人
口
は
、
４
９，

７
６
１
人
（
男
２
４
，

１
９
２
人
、
女
２
５
，

５
６
９
人
）、
世
帯
数
は
、

１
５，
８
１
５
世
帯
で
す
。

ま
た
、
１
世
帯
当
た
り

の
人
数
は
、
３
・
１
５

人
で
す
。
な
お
、
こ
の

速
報
数
値
は
小
野
市
が

独
自
に
集
計
し
た
も
の

で
あ
り
、
総
務
省
統
計
局
の
公
表

数
値
お
よ
び
官
報
で
公
表
さ
れ
る

数
値
と
は
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

国
勢
調
査
で
の
小
野
市
の
人
口
は
、

市
制
施
行
以
来
、
着
実
に
増
え
続

け
て
い
ま
す
。 

住
民
基
本
台
帳
な
ど
の
人
口
と
違
っ

て
い
る
け
ど
？？
 

平
成
17
年
10
月
１
日
現
在
の
住

民
基
本
台
帳
な
ど
に
よ
る
小
野
市

の
人
口
は
、
５
０，
６
３
３
人
で
あ

り
、
国
勢
調
査
に
よ
る
人
口
と
は

８
７
２
人
の
差
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
国
勢
調
査
は
住
民
票
な
ど

と
は
関
係
な
く
、10
月
１
日
現
在
で

普
段
住
ん
で
い
る
人
す
べ
て
の
方

を
、
そ
の
場
所
で
調
査
す
る
も

の
だ
か
ら
で
す
。 

例
え
ば
、
住
民
登
録
地
が
小

野
市
で
あ
っ
て
も
、
市
外
の
病

院
や
老
人
福
祉
施
設
に
入
所
さ

れ
て
い
る
方
、
長
期
出
張
中
の

方
、
下
宿
し
て
い
る
学
生
の
方

な
ど
は
、
小
野
市
に
お
い
て
の

調
査
の
対
象
と
な
ら
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
国
勢
調
査
の
結

果
は
、
社
会
福
祉
施
策
や
雇
用

対
策
、
そ
の
他
各
種
の
政
策
を

行
う
た
め
に
利
用
さ
れ
ま
す
。 

今
後
と
も
各
種
統
計
調
査
へ

の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 

 

あなたの作品がオリジナル曲に 
　　　　　　　　　なるかも！？ 
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〜
短
歌
の
ま
ち
小
野
〜
 

 市
で
は
、「
ハ
ー
ト
フ
ル
シ
テ
ィ

お
の
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
短

歌
を
と
お
し
て
こ
こ
ろ
豊
か
な

人
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
今
年
度
も
市
内
の
小
・
中

学
校
で
、
短
歌
上
田
三
四
二
実

行
委
員
会
（
委
員
長
　
松
尾
鹿

次
）
の
指
導
に
よ
り
、
短
歌
作

り
の
基
礎
を
学
び
ま
し
た
。 

「
自
然
」「
友
達
」「
家
族
」「
行

事
」
な
ど
身
近
な
題
材
を
テ
ー

マ
に
、
三
十
一
文
字
に
こ
め
ら

れ
た
子
ど
も
達
の
思
い
や
願
い

な
ど
、
自
由
で
快
活
な
短
歌
を

紹
介
し
ま
す
。 

今
回
は
、
河
合
小
学
校
6
年

2
組
の
作
品
で
す
。 

徒
競
走
初
め
て
と
っ
た
一
等
賞

最
後
に
と
れ
て
う
れ
し
か
っ
た

な
　
　
　
　
　
　
　
仲
井
智
紀
 

 一
日
中
し
っ
か
り
働
く
お
父
さ

ん
か
ぜ
を
ひ
い
て
も
休
ま
ず
が

ん
ば
る
　
　
　
　
　
中
谷
梨
香
 

 き
ょ
う
だ
い
の
一
番
下
は
つ
ら

い
の
に
一
番
上
は
ら
く
ち
ん
だ

よ
な
　
　
　
　
　
　
中
野
美
希
 

 あ
か
く
な
り
夕
焼
空
に
浮
か
ぶ

雲
何
を
思
っ
て
ま
ち
を
み
お
ろ

す
　
　
　
　
　
　

西
　
美
有
紀
 

 雲
が
出
た
い
つ
も
ふ
わ
ふ
わ
浮

い
て
い
る
と
て
も
気
持
が
ふ
わ

ふ
わ
に
な
る
　
　
　

浜
崎
美
佳
 

 
 
 

陸
上
で
６０
走
っ
た
3
位
だ
っ
た

う
れ
し
い
け
れ
ど
や
は
り
く
や

し
い
　
　
　
　
　

林
　
み
か
 

 金
魚
ば
ち
い
つ
も
金
魚
が
泳
い

で
る
あ
あ
か
わ
い
い
な
金
魚
の

仲
間
　
　
　
　
　

日
高
加
世
里
 

 紅
白
で
競
い
合
っ
た
が
5
点
差

で
負
け
て
し
ま
っ
た
ざ
ん
ね
ん
だ
っ

た
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
俊
弥
 

 早
起
き
し
ね
む
た
い
け
れ
ど
学

校
へ
け
れ
ど
楽
し
い
陸
上
だ
っ

た
　
　
　
　
　
　
　

松
尾
卓
弥
 

 
 
 

も
っ
き
ん
が
ポ
ン
ポ
ン
ポ
ン
と
鳴
っ

て
い
る
こ
の
音
聞
く
と
心
お
ち

つ
く
　
　
　
　
　
　

三
宅
美
憂
 

 あ
と
5
点
も
う
少
し
な
の
に
負

け
た
け
ど
中
学
校
で
は
か
な
ら

ず
勝
ち
た
い
　
　
　

山
中
大
輔
 

 秋
初
め
真
っ
赤
に
咲
い
た
ひ
が

ん
ば
な
真
横
を
見
る
と
コ
ス
モ

ス
畑
も
　
　
　
　
　

山
中
里
紗
 

運
動
会
陸
上
大
会
お
わ
っ
た
ら

小
学
最
後
の
夏
も
お
わ
り
だ
 

　
　
　
　
　
　
　
　
横
山
亜
依
 

 運
動
会
き
ん
ち
ょ
う
し
て
た
組

立
て
が
力
を
合
わ
せ
て
成
功
し

た
よ
　
　
　
　
　
　
吉
田
純
也
 

 運
動
会
実
力
示
し
た
子
ど
も
た

ち
そ
の
た
く
ま
し
さ
に
担
任
う

つ
と
り
　
　
　
　
　
松
山
千
鈴
 

 【
選
評
】 

小
学
校
で
学
ん
で
き
た
事
を

活
か
し
、
日
本
の
言
葉
を
大
切

に
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら

の
長
い
人
生
に
お
け
る
新
た
な

可
能
性
に
向
か
っ
て
進
ん
で
く

だ
さ
い
。 

【
作
歌
の
た
め
の
一
口
ア
ド
バ
イ
ス
】 

（
敬
称
略
） 

 

みんなで楽しく短歌を学ぼう 

声
調
を
整
え
る
。
抑
揚
、
起

伏
を
与
え
リ
ズ
ム
よ
く
。
言
葉

を
選
び
、
単
純
化
を
心
が
け
る

こ
と
。
ど
れ
だ
け
多
く
言
う
か

で
は
な
く
、
ど
れ
だ
け
省
略
で

き
る
か
。
余
情
に
託
す
こ
と
。 

第
17
回
上
田
三
四
二
記
念
　
 

『
小
野
市
短
歌
フ
ォ
ー
ラ
ム
』 

作
品
募
集
中
 

 全
国
公
募
で
実
施
し
て
い
る
、

第
17
回
上
田
三
四
二
記
念
『
小
野

市
短
歌
フ
ォ
ー
ラ
ム
』（
短
歌
「
上

田
三
四
二
賞
」
か
ら
改
称
）
の
作

品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

▼
募
集
作
品
　
自
作
未
発
表
作
品

で
、
一
人
一
首
に
限
り
ま
す
。 

▼
応
募
料
　
一
般
の
部
１，
０
０

０
円
（
郵
便
小
為
替
を
作
品
に

同
封
し
て
く
だ
さ
い
） 

　
小
・
中
・
高
校
生
の
部
　
無
料
 

▼
応
募
締
め
切
り
　
2
月
28
日
（火）

ま
で（
小
・
中
・
高
校
生
の
部
は

１
月
15
日
（日）
）
当
日
消
印
有
効
 

▼
応
募
方
法
　
所
定
の
用
紙
に
記

入
の
う
え
生
涯
学
習
課
ま
で
。

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

▼
選
者
 
 

　
馬
場
あ
き
子
先
生
 

　
略
歴
　
短
歌
結
社
「
か
り
ん
」

を
主
宰
。
現
代
歌
人
協
会
理
事

朝
日
歌
壇
選
者
 

　
永
田
和
宏
先
生
 

　
略
歴
　
短
歌
結
社
「
塔
」
を
主

宰
。
京
都
大
学
再
生
医
科
学
研

究
所
教
授
　
朝
日
歌
壇
選
者
 

　
米
口
　
實
先
生
 

　
略
歴
 
短
歌
結
社
「
眩
」
を
主

宰
。
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
参
与
　

神
戸
新
聞
歌
壇
選
者
 

▼
フ
ォ
ー
ラ
ム
　
５
月
27
日
（土）
 

▼
場
所
　
う
る
お
い
交
流
館
エ
ク
ラ
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
生
涯
学
習
課

（
�

　
２
４
４
５
） 

姉
妹
都
市
絵
画
交
換
 

作
品
展
示
会
 

夏
休
み
に
募
集
し
た
市
内
小
・

中
学
生
に
よ
る
小
野
市
紹
介
の
絵

画
作
品
50
点
を
展
示
し
ま
す
。 

全
応
募
作
品
２
６
０
点
中
の
入

選
作
品
の
う
ち
金
賞
15
点
は
、
展

示
後
、
姉
妹
都
市
米
国
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
リ
ン
ゼ
イ
市
に
寄
贈
し

ま
す
。
子
ど
も
達
の
力
作
を
ど
う

ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

▼
期
間
 
１
月
18
日
（水）
か
ら
29
日

（日） 
 

▼
場
所
 
う
る
お
い
交
流
館
エ
ク

ラ
ハ
ー
ト
フ
ル
サ
ロ
ン
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
国
際
交
流
協

会
事
務
局
（
う
る
お
い
交
流
館

エ
ク
ラ
内
）（
�

　
８
１
５
６
） 

最優秀賞　小野小学校６年 
宮脇真美さんの作品 

パ
ー
ト
Ⅱ
 



10平成１8年　広報「おの」1月号 

● 
● ● ● 

● 

● 
● 

17161514131211
年度 

101.5
100.7 100.4 100.4

100.0
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●特別職の報酬等の状況（平成17年4月1日現在） 
区　　分 

市長 
助役 
収入役 
議長 
副議長 
議員 
市長 
助役 
収入役 
議長 
副議長 
議員 

※市長は10％、議長、副議長、議員は5％の 
　期末手当の削減を実施しています。 

 給料月額等 
993，000円 
825，000円 
704，000円 
528，000円 
449，000円 
409，000円 
 2．10月分 

2．30月分 

4．40月分 

 

6月期 

12月期 

計 

 

給
　
料
 

報
　
酬
 

期
末
手
当
 

●ラスパイレス指数の推移（一般行政職） 

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の地方公 
　務員の給与水準を示す指数です。 

●職員の平均給料及び平均年齢の状況（平成17年4月1日現在） 

 

※一般行政職とは、税務職、消防職、企業職、教育職、医療職及び技能労務職以外の 
　ものです（以下同じ）。 
 

●職員の初任給の状況（平成17年4月1日現在） 

●職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成17年4月1日現在） 
 

※経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合の採用後の年数をいい 
 ます。 

●一般行政職の級別職員数の状況（平成17年4月1日現在） 
区　分 

標準的な 

職務内容 

職員数（人） 

構成比（％） 

 

8級 

部長 

参事 

16 

7.1 

21 

7.8

7級 

課長 

主幹 

38 

16.9  

49 

18.3  

 

6級 

課長補佐 

副主幹 

26 

11.6  

30 

11.2  

 

5級 

係長 

主査 

37 

16.4  

44 

16.4  

 

4級 

主務 

 

44 

19.6  

45 

16.8  

 

3級 

事務職員 

技術職員 

61 

27.1 

59 

22.0

2級 

事務職員 

技術職員 

3 

1.3  

17 

6.4  

 

1級 

事務職員 

技術職員 

0 

0.0 

3 

1.1

 

 

 

 

計 

参
考
 

5年前の 
職員数、 
構成比 

区　　分 

技能労務職 

 

大学卒 

高校卒 

高校卒 

 

経験年数10年 

269,283円 

234,600円 

211,200円 

 

経験年数15年 

314,700円 

269,300円 

252,500円 

 

経験年数20年 

374,800円 

321,100円 

293,600円 

 

一般行政職 

 

 

区　　分 

国 

一般行政職 
大学卒 

高校卒 

 

177,400円 

148,500円 

 

採用2年後 

の給料額 

191,400円 

160,200円 

 

170,700円 

138,800円 

 

採用2年後 

の給料額 

184,400円 

148,500円 

 

小野市 

初任給 

 

 

初任給 

 

 

一般行政職 

技能労務職 

 

国 
平均給料月額 

360,400円 

339,500円 

 

平均年齢 

43.10歳 

48.3歳 

 

平均給料月額 

329,728円 

285,008円 

 

平均年齢 

40.3歳 

48.1歳 

 

小野市  
区　　分 

 

 

●職員手当の状況 

※（　）内は、再任用職員に係る支給割合です。 

※特殊勤務手当については、現在、手当ごとの業務の実態等を精査し、内容 
　の見直しを進めています。 
 

        小　　野　　市 

1人当たり平均支給額（16年度） 

                       1，697千円 

（16年度支給割合） 

 

 

 

（加算措置の状況） 

職制上の段階、職務の級等 

による加算措置 

・役職加算　5～15％ 

 

               国 

               － 

 

    

          左に同じ 

 

（加算措置の状況） 

職制上の段階、職務の級等 

による加算措置 

・役職加算　5～20％ 

・管理職加算　10～25％ 

 

期末手当 

勤勉手当 

（17年度 

支給割合） 

 

退職手当 

（平成17 

年4月1 

日現在） 

国 小　　　野　　　市 
  支給率 

勤続20年 

勤続25年 

勤続35年 

最高限度額 

その他の 

加算措置 

退職時の 

特別昇給 

自己都合 

21.0月分 

33.75月分 

47.5月分 

59.28月分 

 

勧奨・定年 

27.3月分 

42.12月分 

59.28月分 

59.28月分 

左に同じ 

左に同 

原則として特別 

昇給 

定年前早期退職特例措置 

（2～20％加算） 

原則として特別昇給なし 

特別の勧奨退職者１号 

調整手当（平成17年4月1日現在普通会計） 
支給実績（16年度決算） 

支給職員１人当たり平均支給年額（16年度決算） 

 

75，981千円 

212，832円 

 支給対象地域 

市内全域 

 

支給率 

5％ 

支給対象職員数 

346人 

 

国の制度 

無支給地 

 時間外手当（普通会計決算） 

支給実績 

職員１人当たり平均支給年額 

 

16年度決算 

103，456千円 

290千円 

 

15年度決算 

115，819千円 

311千円 

 特殊勤務手当（普通会計決算） 

支給実績 

支給対象職員数 

職員１人当たり平均支給年額 

職員全体に占める支給職員の割合 

手当の種類（手当数） 

 

7，590千円 

125人 

60，720円 

35．0％ 

 

16年度決算 

 7，879千円 

129人 

61，078円 

34.6％ 

 

15年度決算 

 

●人件費の状況（普通会計決算） 

 

※人件費には、市長や市議会議員等に支給される給与・報酬を含みます。普通会計とは、水道、市民病院などの企業会計を除いたものです（以下同じ）。 

●職員給与費の状況（普通会計予算） 

※給与費は当初予算に計上された額（退職手当除く）です。 

 

住民基本台帳人口 

（年度末） 

49,974人 

 

歳出額(A) 

19,085,111千円 

 

実質収支 

326,592千円 

 

人件費(B) 

3,531,532千円 

 

人件費率(B/A) 

18.5％ 

 

15年度の人件費率 

19.5％ 

 

区　分 

16年度 

 

 

 区　分 

17年度 

 

職員数(A) 

347人 
給料 

1,471,841千円 

 

職員手当 

403,053千円 

 

期末・勤勉手当 

622,029千円 

 

計(B) 

2,496,923千円 

 

１人当たり給与費 

(B/A) 

7,196千円 

 

給　与　費 

12 

 

225 

100 

268 

100

っていただくため、今年度の状況をお知らせします。 

期末手当 

3.0月分 

（1.6月分） 

勤勉手当 

1.4月分 

（0.7月分） 
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＜基本方針＞ 
　行政も経営と捉えたコスト削減と効率性の追求 
　大いなるチャレンジによる変革と創造 
　開かれた人事行政による透明性、納得性の確保 
　職員が市民の財産となる人材育成の推進 
　 

＜取り組み内容＞ 
① 定員の適正化（コスト削減及び効率性の確保）　　　 
　・大型事業の終了・業務の効率化の推進 
　・外部委託や嘱託職員での対応 ・ 2年間正規事務職員採用凍結 
　・正規職員数： H11年 → H17年　60人減 
　（H11年度からH16年度までの削減効果：約5億5千万円の減） 

②諸手当の見直し（市民の納得性の確保）　　　　　 
　・時間外勤務手当の削減　（削減目標の設定及び分業の徹底） 
　　H11年　→　H16年　48百万円の減（△32％） 
　・ 55歳昇給停止の導入（H15.4） 
　・調整手当の引き下げ（6％ → 5％）（H16.4） 
　・定年退職者の退職時特別昇給の廃止（H16.4） 
　・互助会への交付金約2千万円の廃止（H17.4） 
　・市長、議員期末手当の削減（市長10％、議員5％） 
　・特殊勤務手当についてはゼロベースの発想で現在見直し作業中 
　（H11年度からH16年度までの削減効果：約3億円の減） 

③フレキシブルな人事管理制度（効率性及び新たな発想を求めて） 
　・業務処理の迅速化、人員体制の流動化のためグループ制の導入 
　・期限付嘱託職員の採用（18名）…小野市型ワークシェアリング 
　　正規職員業務の一部を責任を持って遂行（3年間）し、職員の      
　　超過勤務を削減　　　　　　 
　・ジョブローテーションの徹底…5年以内の人事異動（若手は3年
　　程度） 
④成果と報酬の連動（より高い公務水準を求めて） 
　・方針管理制度に基づく成果によるボーナス時の加給制度 
　・職員研究発表会、職員提案制度等の表彰制度 
　・人事評価制度の導入［透明性、公平性、納得性を確保した新たな評
　　価制度（H17.4）］ 

●部門別職員数の状況と主な増減理由（各年4月1日現在） 

対前年 

職員数 

公営 

企業 

等 

会計 

部門 

 

 

 

 

 

議会 

総務企画 

税務 

民生 

衛生 

農林水産 

商工 

土木 

小計 

教育 

消防 

小計 

病院 

水道 

下水道 

その他 

小計 

 

平成 

16年 
4 

68 

17 

34 

28 

17 

5 

38 

211 

69 

62 

131 

182 

17 

5 

16 

220 

562 

 

合　　　計 

5 

77 

17 

33 

28 

19 

5 

38 

222 

71 

62 

133 

180 

19 

10 

15 

224 

579 

 

△ 1 

△ 9 

0 

1 

0 

△ 2 

0 

0 

△ 11 

△ 2 

0 

△ 2 

2 

△ 2 

△ 5 

1 

△ 4 

△ 17 

 

事務の効率化 

事務の効率化、退職者不補充 

　 

福祉サービスの充実 

　 

ほ場整備事業終了による減少 

　 

　 

　 

退職者不補充 

　 

　 

医療業務の充実（医師） 

水道事業の民間委託による職員減 

下水道整備事業の減少 

 

主 な 増 減 理 由  

※職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員 
　などを含んでいますが、臨時または非常勤職員は除いています。 
 

一
般
行
政
部
門
 

特別 

行政 

部門 

 

職　　員　　数 
平成 

17年 

●定員適正化計画の年次別進捗状況（実績）の概要（各年4月1日現在） 

部門 

 
減　員 

 

増　員 

 

差　引 

 

職員数 

 

 

16年度 

計画前年 

　 

　 

　 

　 

　 

　 

（222） 

222  

 

17年度 

1年目 

（15） 

8  

（4） 

0  

（△11） 

△ 8 

（211） 

214  

 

18年度 

2年目 

　 

4  

　 

2  

　 

△ 2 

　 

212  

 

19年度 

3年目 

　 

8  

　 

5  

　 

△ 3 

　 

209  

 

20年度 

4年目 

　 

6  

　 

5  

　 

△ 1 

　 

208  

 

21年度 

5年目 

　 

4  

　 

1  

　 

△ 3 

　 

205  

 

17～21年度 

計 

　 

30  

　 

13  

　 

△ 17 

　 

205  

 

一
般
行
政
 

区分 

 

1.4

1.3

1.2

1.1

1.0

0.9

0.8

0.7

0.6

0.5

（人） 

小
野
市
 

※上の表は平成１７年４月１日現在の市民100人当たりの職員数（ただし、職員数は病院職 
　員、消防職員を除いた数です。）を示したものです。 
　小野市は県内28市のうち最も少ない職員数となっています。 
 

●平成17年度市民100人当たり職員数 

県内の市で最も 
少ない職員数 
（0.636人） 

人事行政の運営状況についての詳しい内容は、市総務課の 
ホームページで見ることができます。 
URL　http://www.city.ono.hyogo.jp/̃somu

普通会計人件費の推移 人件費（百万円） 

年　　度 

3,382 

3,437 

3,558 

3,655 

3,631 3,636 
■ ■ 

■ 

■ 

■ 
■ 

3,700
3,650
3,600
3,550
3,500
3,450
3,400
3,350
3,300
3,250
3,200

11 12 13 14 15 16

市全体職員数の推移 職員数（人） 

年　　度 

622
612 609

613

597 579

562

640

620

600

580

560

540

520
11 12 13 14 15 16 17

■
 ■

 ■
 

■
 

■
 

■
 

■
 

※職員数は、各年度4月1日現在の小野市職員定数条例で定める正規職員数です 
　（一般事務職員のほか、消防職員、医療職員も含みます）。 

※人件費は、普通会計決算統計における数値です。 

～　人事行政の取り組み　～ 

※1　各区分の上段（　）内の数値は実績を、下段の数値は計画を示します。 
※2　一般行政部門とは、一般職のうち、教育、消防、病院、水道等を除いた部門です。 
※3　前回策定の定員適正化計画（平成12～16年度）の実績は、9．8％減（24人減）となり、
　　 全国平均4．6％減を大きく上回っています。今回の計画でも、引き続き定員の適正化
　　 に努め、平成17年度から21年度までの５年間において、7．7％減（17人減）と高い削減
　　　計画を策定しています。 

市民の皆さんに市職員の給与・定員管理の実態を知 



ふれあいひろば ふれあいひろば 
このコーナーはみなさんと　一緒につくるページです。 

いきいきと活動してい　る人や、暮らしの中で 
　思ったことなどいっ　ぱい教えてください。 
　　お気軽に総務部市　民サービス課まで。　 
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～かわい（キャスポ）・ 
　　おのひがし（ティーズくん）～ 

◯ 7◯ 7スポーツクラブ21

各クラブ
情報 

スポーツクラブ21

各クラブ
情報 

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
２１
か
わ
い
 

 
 
 「
キ
ャ
ス
ポ
」 

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
２１
お
の
ひ
が
し
 

　
　「
テ
ィ
ー
ズ
く
ん
」 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
お
正
月
は
初
詣
に
行
か

れ
ま
し
た
か
？
今
で
は
着
物
姿
で

参
ら
れ
る
方
が
め
っ
き
り
減
っ
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
日
本
の
民

俗
衣
装
と
も
言
え
る
「
着
物
」
は

今
も
着
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

今
年
は
そ
の
「
着
物
」
に
ま
つ
わ

る
服
飾
資
料
を
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。 

一
般
的
に
日
本
人
が
洋
服
を
着

始
め
て
半
世
紀
以
上
経
ち
ま
す
。

髪
型
も
流
行
で
多
様
に
変
化
し
ま

す
が
、
着
物
姿
に
合
う
結
い
髪
も
、

そ
れ
を
飾
る
お
し
ゃ
れ
グ
ッ
ズ
も

ま
た
多
様
で
す
。
櫛
・
簪
・
笄
な

ど
の
髪
飾
り
も
そ
の
一
種
で
す
。 

昔
は
男
女
と
も
長
い
髪
の
毛
を

結
っ
て
い
た
の
で
、
櫛
・
笄
（
髪

を
か
き
上
げ
た
り
す
る
箸
み
た
い

な
棒
）
の
よ
う
に
実
用
的
な
モ
ノ

と
、
簪
の
よ
う
に
飾
る
モ
ノ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
古
く
は
な
ん
と
縄

文
時
代
の
遺
跡
か
ら
動
物
の
骨
・

木
で
つ
く
ら
れ
た
櫛
が
発
見
さ
れ

て
い
ま
す
。
簪
が
美
を
凝
ら
し
大

衆
化
し
た
の
は
、
櫛
や
笄
と
同
じ

よ
う
に
江
戸
時
代
後
期
の
こ
と
。

耳
か
き
の
形
を
し
た
簪
・
丸
い
玉

を
つ
け
た
簪
・
飾
り
部
分
が
平
た

い
簪
・
先
に
長
く
た
く
さ
ん
飾
り

が
吊
る
さ
れ
た
「
び
ら
び
ら
簪
」

な
ど
･
･
･
。 

髪
型
に
流
行
が
あ
る
よ
う
に
、

髪
飾
り
に
も
そ
の
時
世
の
し
ゃ
れ

た
形
が
あ
り
、
現
在
の
私
た
ち
の

よ
う
に
場
所
や
時
に
応
じ
て
使
い

分
け
て
い
た
の
で
し
ょ
う
ね
。
い

つ
の
時
代
で
も
お
し
ゃ
れ
文
化
は

花
ざ
か
り
で
す
！
 

こ
ん
に
ち
は
！
現
在
会
員
数
１

７
０
名
と
な
っ
た
キ
ャ
ス
ポ
で
す
。 

定
期
活
動
と
し
て
、
毎
週
水
曜

日
は
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
金

曜
日
は
フ
ッ
ト
サ
ル
を
行
っ
て
い

ま
す
。
　
 

昨
年
の
８
月
26
日
に
は
ア
ジ
ャ

タ
大
会
を
計
画
し
、70
名
の
会
員

と
他
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
会
員

が
飛
び
入
り
参
加
さ
れ
る
中
で
、

実
施
し
ま
し
た
。
ア
ジ
ャ
タ
大
会

で
は
、
経
験
者
・
未
経
験
者
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な

参
加
者
が
高
い
バ
ス
ケ
ッ
ト
に
向

か
っ
て
ア
ジ
ャ
タ
ボ
ー
ル
を
投
げ

入
れ
る
姿
は
微
笑
ま
し
い
も
の
で

し
た
。 

上
位
３
位
ま
で
の
チ
ー
ム
に
対

し
て
、
子
ど
も
チ
ー
ム
に
は
お
菓

子
、
大
人
チ
ー
ム
に
は
３
㎏
の
こ

ん
に
ゃ
く
や
３
㎏
の
カ
レ
ー
の
ル
ー

な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
賞
品
が
あ
り
、

参
加
者
全
員
の
笑
い
が
あ
ふ
れ
る

表
彰
式
と
な
り
ま
し
た
。 

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
イ
ベ
ン
ト

も
回
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
役
員
の

企
画
力
が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の
と
お
り
、
ス

タ
ッ
フ
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。 

私
た
ち
ス
タ
ッ
フ
は
、
少
し
で

も
多
く
の
人
に
会
員
と
な
っ
て
も

ら
い
新
し
い
仲
間
や
い
ろ
ん
な
世

代
の
仲
間
を
作
っ
て
、
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
で
充
実
し
た
毎
日
を
送
っ

て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　（
�
・
フ
ァ

ク
ス
　
２
２
２
２
担
当
　
小
林

節
子
） 

12
月
４
日
に
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
２１
お
の
ひ
が
し
の
テ
ィ
ー
ズ
く

ん
大
会
（
ア
ジ
ャ
タ
）
を
、
開
催

し
ま
し
た
。
　
 

ア
ジ
ャ
タ
を
と
お
し
て
、
ク
ラ

ブ
会
員
の
交
流
が
で
き
楽
し
い
半

日
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
イ
ベ

ン
ト
を
計
画
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

【
活
動
情
報
】 

◆
太
極
拳
　
　
　
毎
週
　
火
曜
日

◆
ち
び
っ
こ
野
球
（
３
年
生
以
下
）

　
　
　
　
　
　
　
毎
週
　
火
曜
日

◆
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
毎
週
　
木
曜
日
 

◆
弓
道
　
　
　
　
毎
週
　
日
曜
日

◆
卓
球
　
　
　
　
毎
週
　
月
曜
日

◆
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
毎
週
　
木
曜
日

◆
フ
ッ
ト
サ
ル
 

・
子
ど
も
の
部
　
毎
週
　
日
曜
日
 

・
大
人
の
部
　
　
毎
週
　
木
曜
日

　
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
一

度
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。  

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
ク
ラ
ブ
ハ
ウ

ス
（
�
・
フ
ァ
ク
ス
　
６
５
７
０

担
当
　
南
　
邦
子
） 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
市
推
進
委
員

会
事
務
局
（
体
育
保
健
課
内
）

（
�

　
２
５
９
１
） 

か
ん
ざ
し
 

く
し
 

こ
う
が
い
 

さまざまに工夫を凝らした髪飾り 

◯ 63

アジャタ大会 

おのひがしティーズくん大会 
（アジャタ） 

◯ 66

◯ 63

13 平成１8年　広報「おの」1月号 

手遊びと泥んこ遊び
がマイブームの我が家
の台風3号リホ。 
いつまでも元気ハツ
ラツ～なリホでいてネ。
　　　（母　泰子さん） 

お兄ちゃんと一緒に
遊ぶのが大好きな梨央
ちゃん！ 
思いやりのある女の
子に育ってね。 
　　（母　寿子さん） 

絶えずかわいい笑顔
をむけてくれる甘えん
坊の裕規 
これからもその笑顔
でみんなを癒してね！
　　　　（母　佳代さん） 

横山　裕規ちゃん 
（下来住町・1歳4ヶ月） 
 

よこやま　 　ひろき 

高田　梨央ちゃん 
（天神町・1歳3ヶ月） 
 

たかだ　　  り　お 

（復井町・1歳3ヶ月）

きたやま　　　り　ほ 

北山　莉穂ちゃん　 

　我が家の怪獣かけゴン 
暴れだしたら誰も止め
られない。のびのびと
スクスク元気に育って
ね　それが一番。 
     　 （母　香奈さん） 

西上　天翔ちゃん 
（神明町・1歳3ヶ月） 

にしがみ　　か け る  

広
報
「
お
の
」
で
は
、「
わ
が

家
の
ア
イ
ド
ル
」
の
コ
ー
ナ
ー
に
、

平
成
18
年
４
月
号
か
ら
１
年
間
紹

介
す
る
お
子
さ
ん
を
募
集
し
ま
す
。 

▼
対
象
　
平
成
17
年
１
月
１
日
か

ら
平
成
17
年
12
月
31
日
の
間
に
生

ま
れ
た
市
内
在
住
の
お
子
さ
ん
 

▼
募
集
人
員
　
48
名
（
男
女
24
名
） 

▼
応
募
方
法
　
ハ
ガ
キ
に
お
子
さ

ん
の
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・

性
別
・
生
年
月
日
・
保
護
者
氏

名
･
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。 

▼
締
め
切
り
日
　
２
月
17
日
（金）
必

着
 

※
お
子
さ
ん
１
人
に
つ
き
、
ハ
ガ

キ
１
枚
に
限
定
し
ま
す
。 

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
し

ま
す
。 

※
応
募
時
に
は
、
お
子
さ
ん
の
写

真
の
添
付
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。 

▼
宛
先
　
〒
６
７
５
‐
１
３
８
０

小
野
市
王
子
町
８
０
６
‐
１
　

小
野
市
総
務
部
市
民
サ
ー
ビ
ス

課
 

 平
成
18
年
度
 

　
わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
 

　
　
　
　
　
　

募
集
 

 

第11回ハートフルゴルフデーが11
月15日に樫山町の播磨カントリーク
ラブで開催されました。 
当日は、風の冷たい晩秋の１日と

なりましたが、参加者の皆さんは元
気いっぱいプレーを楽しまれました。 
結果は次のとおりです。 

氏　　　名 

常峰　正義 

児島　伸夫 

三瀬　　積 

常定　義弘 

吉田　繁富 

 

79 

90 

101 

88 

87 

 

7.2 

18.0 

28.8 

15.6 

14.4 

 

71.8 

72.0 

72.2 

72.4 

72.6 

 

１位 

２位 

３位 

４位 

５位 

 

【男女総合】 

ネット 

 

ハンディ 

 

グロス 

 



14平成１8年　広報「おの」1月号 

11
月
27
日
、「
人
と
森
の
共
生
」

を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
、
カ
モ
と

コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
歓
迎
を
受
け
な

が
ら
、
参
加
者
約
４
０
０
名
が
鴨

池
グ
ラ
ン
ド
に
集
ま
り
ま
し
た
。

第
１
部
の
「
き
す
み
の
見
晴
ら
し

の
森
、
里
山
ハ
イ
キ
ン
グ
」
で
は

秋
の
き
す
み
の
の
自
然
を
満
喫
、

里
山
と
の
触
れ
合
い
を
深
め
、
主

催
者
心
尽
く
し
の
お
に
ぎ
り
と
豚

汁
の
昼
食
で
満
腹
。
１３
時
か
ら
の

第
２
部
は
来
住
保
育
所
園
児
の
和

太
鼓
で
オ
ー
プ
ン
。
市
長
挨
拶
、

来
賓
紹
介
に
続
い
て
「
丸
太
切
り

大
会
・
ね
が
い
ま
し
て
は
（
来
住

小
学
校
）」
等
の
イ
ベ
ン
ト
と
「
竹

あ
そ
び
・
し
お
り
作
り
」
な
ど
の

出
店
で
楽
し
み
ま
し
た
。 

主
催
者
の
き
す
み
の
山
の
祭
り

実
行
委
員
会
・
小
西
旦
二
会
長
は
「
地

域
の
皆
さ
ん
の
協
力
で
計
画
段
階

か
ら
取
り
組
ん
だ
が
、
こ
れ
を
機

会
に
里
山
と
の
触
れ
合
い
を
さ
ら

に
深
め
て
貰
え
れ
ば
」
と
話
し
て

お
ら
れ
ま
し
た
。（
ま
ち
の
特
派
員

〈
来
住
小
学
校
区
担
当
〉
石
倉
敏
二

さ
ん
情
報
提
供
） 

 

も
う
す
ぐ
小
学
校
で
英
語
教
育

が
始
ま
り
ま
す
。
幼
児
や
小
学
生

へ
の
英
語
教
育
に
つ
い
て
一
緒
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
神
戸
市
外

国
語
大
学
の
横
田
玲
子
助
教
授
（
児

童
英
語
教
育
）
を
迎
え
て
、
子
ど

も
達
と
と
も
に
英
語
を
楽
し
む
方

法
を
学
び
ま
す
。 

▼
日
時
　
２
月
４
日
（土）
　13
時
か
ら

16
時
30
分
 

▼
場
所
　
う
る
お
い
交
流
館
エ
ク

ラ
中
会
議
室
 

▼
定
員
　
30
名
 

▼
主
催
　
小
野
市
 

▼
入
場
料
　
無
料
 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
北
播
磨
市
民
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
（
�

　
８
１
５

６
） 

11月３日、ため池クリーンキャンペーンが行われました。 

あき缶、ペットボトル、傘などたくさんのごみを拾い町内がき

れいになった後は、浄谷町公民館で毎年恒例のイベントを行いま

した。 

松茸ごはん、豚汁、焼き芋、ポン菓子、ポップコーンなどがふ

るまわれ、あっという間になくなってしまいました。子ども達は

風船やヨーヨー釣りでも楽しみました。 

途中雨が降ってきましたが、

雨宿りをしながら、普段話す

機会が少ない方とも話ができ、

町がきれいになって、地域の

方のふれあいも深まった一日

でした。 

（まちの特派員〈小野東小

学校区担当〉藤原宜子さん情

報提供） 

まちを清め、ふれあいも深めました 

き
す
み
の
山
の
祭
り
開
催
！
 

かわい青少年健全育成会の取り組み 

河
合
地
区
地
域
づ

く
り
協
議
会
と
連
携

し
、
９
月
か
ら
「
河

合
地
区
み
ま
も
り
隊
」

に
よ
る
安
全
安
心
の

ま
ち
づ
く
り
活
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。 

河
合
地
区
の
子
ど

も
達
を
、
最
近
多
発

傾
向
に
あ
る
変
質
者
・

不
審
者
に
よ
る
被
害

か
ら
守
る
た
め
、
車

両
側
面
に
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
ボ
デ
ィ

パ
ネ
ル
（
写
真
参
照
）
を
掲
示
し
、

河
合
地
区
内
を
走
行
し
、
地
域
住

民
自
ら
で
見
守
り
活
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。 

○
ボ
デ
ィ
パ
ネ
ル
を
貼
っ
た
車
で
、

子
ど
も
達
に
声
掛
け
を
し
た
時

な
ど
に
、
心
の
通
い
合
い
を
感

じ
ま
し
た
。（
見
守
り
隊
） 

○
市
民
安
全
部
の
パ
ト
ロ
ー
ル
車

に
加
え
、
地
域
の
パ
ト
ロ
ー
ル

車
を
よ
く
見
か
け
る
よ
う
に
な

り
、
安
心
感
が
高
ま
り
ま
し
た

（
住
民
）。 

○
献
身
的
な
活
動
を
し
て
い
た
だ

い
て
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
（
保
護
者
）。 

こ
の
よ
う
に
、
昔
か
ら
地
域
を

知
る
地
元
住
民
の
知
恵
や
力
を
最

大
限
に
活
用
し
た
取
り
組
み
は
、

河
合
地
区
の
子
ど
も
の
安
全
・
安

心
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。 

生
涯
学
習
課
内
小
野
市
青
少
年

育
成
本
部
（
�

　
２
４
４
５
） 

◯ 63

里山との触れ合いを深めた１日でした 
 

「
児
童
英
語
教
育
」
の
あ
り
方
を
 

考
え
る
公
演
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 

◯ 63

みんなで協力してゴミを拾いました 
 



15 平成１8年　広報「おの」1月号 

▼
日
時
　
2
月
22
日
（水）
開
演
19
時

開
演
（
開
場
18
時
30
分
） 

▼
場
所
　
エ
ク
ラ
ホ
ー
ル
 

▼
チ
ケ
ッ
ト
　
好
評
発
売
中
 

　
電
話
で
の
購
入
は
、
手
数
料
が

別
途
３
０
０
円
必
要
で
す
。 

▼
入
場
料
　
前
売
3,
5
0
0
円
、

当
日
4,
0
0
0
円
（
全
席
自

由
） 

Y
O
G
A
教
室
を
3
回
シ
リ
ー

ズ
で
開
催
し
ま
す
。
子
育
て
中
の

方
も
そ
う
で
な
い
方
も
、
春
に
向

け
て
心
も
か
ら
だ
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！
 
 

▼
日
時
　
２
月
６
日
（月）
・
13
日
（月）

・
20
日
（月）
い
ず
れ
も
月
曜
日
　

10
時
30
分
か
ら
11
時
20
分
 

▼
場
所
　
エ
ク
ラ
ス
タ
ジ
オ
A
 

▼
定
員
　
25
名
（
託
児
定
員
10
名
） 

▼
参
加
料
　
2,
0
0
0
円
 

　（
託
児
付
き
　
2,
5
0
0
円
） 

※
託
児
対
象
は
１
歳
か
ら
小
学
３

年
生
と
な
り
ま
す
。 

▼
講
師
　
薫
　
氏
（
エ
ア
ロ
ビ
ク

ス
・
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
、
オ
レ
ン
ジ
キ
ッ
ズ

代
表
） 

▼
申
し
込
み
方
法
　
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
窓
口
で
、
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電

話
番
号
（
託
児
を
お
申
し
込
み

の
方
は
お
子
さ
ま
の
名
前
・
年

齢
・
性
別
）
を
明
記
の
う
え
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

▼
締
め
切
り
日
　
1
月
20
日
（金）
 

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
（
締
め
切
り
後
、
全
員

の
方
に
抽
選
結
果
を
通
知
し
ま

す
）。
　
　
　
　
 

北播磨市民活動支援センター 
 
 

NPO法人 

TEL.0794-63-8156 
FAX.0794-62-2400 
E-mail. 
shiense@ksks-arche.jp 
URL. 
http://www.ksks-arche.jp 
エクラのホームページ 
http://www.eclat-hall.com 
 

エクラ指定管理者 

日
本
の
歌
や
日
本
語
に
訳
し
た

歌
を
中
心
と
し
た
心
あ
た
た
ま
る

新
春
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
お
届
け
い

た
し
ま
す
。 

▼
日
時
　
１
月
15
日
（日）
　14
時
開
演

（
開
場
13
時
30
分
） 

▼
場
所
　
エ
ク
ラ
ホ
ー
ル
 

▼
チ
ケ
ッ
ト
　
好
評
発
売
中
 

▼
入
場
料
　
前
売
券
2,
0
0
0

円
、
ペ
ア
券
3
,
0
0
0
円
、

当
日
券
2,
5
0
0
円
（
全
席

自
由
） 

※
当
日
ペ
ア
券
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

▼
出
演
者
 

テ
ノ
ー
ル
歌
手
　
畑
　
儀
文
氏
 

ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
　
中
村
朋
子
氏
 

バ
リ
ト
ン
歌
手
　
藤
村
匡
人
氏
 

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
　
安
田
華
子
氏
 

ピ
ア
ノ
　
　
　
城
村
奈
都
子
氏
 

市
民
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
第
３
弾

の
吹
奏
楽
マ
ラ
ソ
ン
で
す
。
エ
ク

ラ
ホ
ー
ル
の
ス
テ
ー
ジ
と
客
席
全

体
が
一
つ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
な

り
ま
す
。 

▼
日
時
　
１
月
29
日
（日）
　13
時
（
開

場
12
時
30
分
） 

▼
場
所
　
エ
ク
ラ
ホ
ー
ル
 

▼
入
場
料
　
無
料
 

▼
出
演
　
小
野
中
学
校
・
小
野
南

中
学
校
・
小
野
高
等
学
校
・
社

中
学
校
・
社
高
等
学
校
・
兵
庫

教
育
大
学
・
兵
庫
県
警
察
音
楽

隊
 

前
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り

本
場
ス
ペ
イ
ン
の
フ
ラ
メ
ン
コ
舞

踊
団
に
よ
る
公
演
で
す
。
ま
た
、

外
国
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け

る
機
会
に
な
れ
ば
と
、
市
国
際
交

流
協
会
の
協
力
を
得
て
、
出
演
者

と
の
交
流
も
行
な
い
ま
す
。 

〜
シ
ュ
ー
ベ
ル
テ
ィ
ア
ー
デ
お
の
〜
 

新
春
歌
始
め
コ
ン
サ
ー
ト
 

 〜
吹
奏
楽
〜school

楽
演
祭
 

 

が
く
え
ん
さ
い
 

ミ
ゲ
ル
・
ア
ン
ヘ
ル
　
フ
ラ
メ
ン
コ
 

舞
踊
団
　J

A
P
A
N
 T
O
U
R
 

ア
ン
ダ
ル
シ
ア
〜
情
熱
の
瞬
間
〜
 

 

スペインの文化を体験して 
ください 
 

講
談
で
綴
る
音
楽
絵
巻
 

 「
ふ
る
さ
と
小
野
」（
仮
称
） 

 
小
野
市
に
ま
つ
わ
る
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
の
講
談
を
作
成
中
で
す
。
講

談
と
チ
ェ
ン
バ
ロ
室
内
楽
で
綴
る

音
楽
絵
巻
は
地
域
住
民
が
自
分
の

町
の
良
さ
を
再
確
認
で
き
、
小
野

を
発

信
す

る
機

会
に

な
れ

ば
と
企
画
し
ま
し
た
。 

▼
日
時
　
３
月
26
日
（日）
　14
時
開
演

予
定
 

▼
場
所
　
エ
ク
ラ
ホ
ー
ル
 

※
詳
細
は
来
月
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。 

Y
O
G
A
で
心
も
か
ら
だ
も
 

　
　
　
　
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！
 

 

３
人
の
講
師
を
お
招
き
し
、
幼

児
期
・
学
童
期
・
思
春
期
と
そ
れ

ぞ
れ
に
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
今
、
子
ど
も
た
ち
と
向
き
合

う
に
は
･
･
･
。
何
か
ヒ
ン
ト
に

な
れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。 

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
 

　
　
　
　
か
ら
お
知
ら
せ
 

３
月
開
講
　
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
 

案
内
 

 「
今
、
子
ど
も
た
ち
と
 

　
　
　
向
き
合
う
に
は
」 

 

☆
複
数
受
講
可
能
で
す
 

▼
場
所
　
エ
ク
ラ
中
会
議
室
 

▼
定
員
　
30
名
（
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
） 

▼
参
加
料
　
無
料
 

▼
締
め
切
り
日
　
２
月
20
日
（月）
 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
セ
ミ

ナ
ー
係
（
�

　
８
１
５
６
・
フ
ァ

ク
ス
　
２
４
０
０
・
E
メ
ー
ル
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
） 

◯ 63

◯ 62

danjo@
ksks-arche.jp

第3回 
思春期編 

 

第1回 
幼児期編 

 

第2回 
学童期編 

 

3月18日（土） 
13：30～15：30 

 

日　　時 

 
3月4日（土） 
13：30～15：30 

 

3月11日（土） 
13：30～15：30 

 

小松良行氏 
（心理カウンセラー） 

「どうしてニートが増える？」 

講　　師 

 

清水勲夫氏 
（生涯学習コーディネーター） 
「自然体験から学ぶもの」 

旭堂南左衛門氏 

吉本和子氏 
（やまぼうし保育園園長） 
「親子のかかわり合い」 

 

圭 
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５
Ｒ
と
い
う
言
葉
を
聞
き
慣
れ

な
い
方
も
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。 

５
Ｒ
と
は
、
限
り
あ
る
資
源
を

大
切
に
し
、
ご
み
の
減
量
化
に
対

す
る
取
り
組
み
で
、 

①
リ
デ
ュ
ー
ス
（R

educe

） 

②
リ
ユ
ー
ス
（R

euse

） 

③
リ
サ
イ
ク
ル
（R

ecycle

） 

④
リ
フ
ュ
ー
ズ
（R

efuse

） 

⑤
リ
ペ
ア
（R

epair

） 

の
５
つ
の
言
葉
の
頭
文
字
を
と
っ

た
も
の
で
、
ご
み
を
減
ら
す
合
言

葉
で
す
。 

皆
さ
ん
が
ご
み
と
し
て
捨
て
て

い
る
物
の
中
に
は
、
ま
だ
使
え
る

物
、
資
源
に
な
り
得
る
物
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
ご
み
を
減
ら
す

と
い
う
こ
と
は
、
物
の
使
い
捨
て

を
な
く
す
と
い
う
こ
と
、
資
源
を

大
切
に
使
う
と
い
う
こ
と
で
す
。 

新
年
を
迎
え
、
新
し
い
気
分
で
、

ご
み
の
減
量
に
つ
い
て
一
考
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

自
分
が
使
わ
な
く
な
っ
た
物
で

も
、
そ
れ
を
必
要
と
す
る
人
が
い

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
欲
し
い
人

に
譲
っ
て
使
っ
て
も
ら
う
な
ど
、

再
利
用
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

買
い
物
を
す
る
時
は
、
必
要
な

物
を
必
要
な
だ
け
買
い
ま
し
ょ
う
。

詰
め
替
え
商
品
や
、
バ
ラ
売
り
の

商
品
を
買
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ご
み
や
生
ご
み
が
極
力
少
な
く
な

る
よ
う
に
、
利
用
・
調
理
方
法
等

を
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。 

新
聞
、
雑
誌
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
や

ビ
ー
ル
瓶
、
一
升
瓶
等
、
集
団
回

収
の
対
象
品
目
は
集
団
回
収
に
出

し
、
白
色
食
品
ト
レ
ー
な
ど
は
店

舗
の
リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
を
利

用
し
ま
し
ょ
う
。 

※
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
に
基
づ
き
排

出
い
た
だ
い
て
い
る
物
の
う
ち
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
び
ん
、
空
き

缶
、
電
池
は
再
生
工
場
で
リ
サ

イ
ク
ル
さ
れ
て
い
ま
す
。 

電
化
製
品
や
家
具
、
玩
具
な
ど

が
壊
れ
た
場
合
、
修
理
で
き
る
物

は
修
理
し
て
使
い
、
大
切
に
長
持

ち
さ
せ
ま
し
ょ
う
。 

 
最
後
に
ご
み
と
し
て
出
す
と
き
　

　
ど
う
し
て
も
使
え
な
い
物
は
、

ご
み
と
し
て
処
分
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
そ
の
際
は
分
別
を
お

忘
れ
な
く
。
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
を

見
て
、
正
し
く
出
し
ま
し
ょ
う
。 

 ▼
問
い
合
わ
せ
先
　
環
境
業
務
グ

ル
ー
プ
（
�

１
６
８
６
）
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
�

６
２

５
０
） 

レ
ジ
袋
を
受
け
取
ら
な
く
て
も

済
む
よ
う
、
買
い
物
に
は
買
い
物

袋
を
持
参
し
ま
し
ょ
う
。
不
必
要

な
包
装
や
、
お
弁
当
を
買
っ
た
時

に
付
く
割
り
箸
や
ス
プ
ー
ン
等
も
、

不
要
な
時
は
断
り
ま
し
ょ
う
。 

20
歳
の
誕
生
日
が
近
づ
く
と
ダ

イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
や
勧
誘
電
話
が

多
く
な
り
ま
す
。 

こ
れ
は
業
者
が
契
約
に
不
慣
れ

な
新
成
人
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て

い
る
か
ら
で
す
。
未
成
年
者
の
契

約
と
成
人
の
契
約
で
は
法
律
上
の

責
任
の
重
さ
が
大
き
く
違
い
ま
す
。

未
成
年
者
が
親
の
同
意
な
く
結
ん

だ
契
約
は
、
本
人
や
親
権
者
が
後

で
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

成
人
の
場
合
に
は
一
度
結
ん
だ
契

約
は
一
方
的
に
取
り
消
す
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。 

相
談
の
中
で
は
ど
う
し
て
そ
の

よ
う
な
契
約
を
し
た
の
？
と
思
う

よ
う
な
内
容
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

次
の
よ
う
な
状
況
は
、
要
注
意

で
す
。 

・
見
知
ら
ぬ
相
手
で
も
電
話
で
呼
び

出
さ
れ
る
と
会
い
に
出
か
け
る
 

・
知
ら
な
い
人
で
も
声
を
か
け
ら

れ
れ
ば
つ
い
て
い
く
 

・
い
や
だ
と
思
っ
て
も
断
れ
な
い
 

・
高
額
な
契
約
で
も
簡
単
に
サ
イ

ン
し
て
し
ま
う
・
・
・
・
 

市
窓
口
で
は
相
談
を
受
け
、
解

決
の
手
助
け
を
し
て
い
ま
す
が
、

全
て
が
う
ま
く
い
く
と
は
限
り
ま

せ
ん
。
自
ら
危
険
を
察
知
し
、
断

る
勇
気
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
何

よ
り
も
悪
徳
業
者
の
誘
い
に
の
ら

な
い
判
断
力
を
持
っ
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。 

 
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
た
と
き
は
、
早

め
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
！
 

 市
で
は
、
毎
週
水
曜
日
に
専
門

の
消
費
生
活
相
談
員
が
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
地
域
安

全
グ
ル
ー
プ
（
�

　
３
３
８
７
）

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

ご
み
の
減
量
の
た
め
に
…
「
5
R
生
活
、
は
じ
め
ま
し
ょ
う
」
 

暮らしの 
相談箱 

5
Ｒ
っ
て
何
？
 

 ①
リ
デ
ュ
ー
ス
（R

educe

） 

　
　
ご
み
に
な
る
物
を
減
ら
す
 

 

②
リ
ユ
ー
ス
（R

euse

） 

　
　
　
　
　
　
繰
り
返
し
使
う
 

 ③
リ
サ
イ
ク
ル
（R

ecycle

） 

　
　
　
　
　
資
源
と
し
て
使
う
 

 

④
リ
フ
ュ
ー
ズ
（R

efuse

） 

　
不
要
な
物
は
受
け
取
ら
な
い
 

 ⑤
リ
ペ
ア
（R

epair

） 

　
　
　
　
修
理
し
て
長
く
使
う
 

 

◯ 63

◯ 63

◯ 62
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地
震
な
ど
の
災
害
は
突
然
襲
い

か
か
っ
て
き
ま
す
。
災
害
時
に
は

交
通
網
が
寸
断
さ
れ
た
り
、
被
害

が
同
時
に
多
く
発
生
す
る
た
め
、

消
防
な
ど
の
防
災
機
関
が
全
て
の

事
案
に
十
分
に
対
応
で
き
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。 

「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
、
自
分

た
ち
で
守
る
」
の
心
構
え
で
自

主
防
災
組
織
が
市
内
87
自
治
会
で

結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
主
防
災

組
織
は
自
治
会
長
等
を
中
心
に
自

治
会
住
民
全
員
が
組
織
の
一
員
で

す
。
災
害
に
備
え
て
、
よ
り
協
力

し
合
う
体
制
を
築
き
ま
し
ょ
う
。 

ごあいさつ 
一昨年、3月18日のオープン以来、おかげさまで70万人を超えるお

客様にご入浴いただいてきました。四季の花々や森林浴・神秘的な池
など、見渡せば時間を忘れてしまうほどとのご好評をいただいていま
す。大自然の中でゆっくりとくつろいでいただける“やすらぎの別天
地”として清潔・安全・安心・そして心を込めた接客を心がけ、スタッ
フ一同ご来館をお待ちしております。 
本年も変わらぬご愛顧のほど宜しくお願い申し上げます。　支配人 

昨
年
４
月
よ
り
、
犯
罪
情
報
、

災
害
情
報
、
子
ど
も
の
安
全
に
関

す
る
情
報
な
ど
市
民
生
活
に
か
か

る
安
全
安
心
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
に
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
へ
配

信
し
て
い
ま
す
。 

登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
携

帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
「
登
録

希
望
」
と
メ
ー
ル
送
信
す
る
か
、

防
災
企
画
グ
ル
ー
プ
（
�

　
３
３

８
７
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

☆
災
害
に
備
え
た
活
動
 

・
防
災
資
機
材
の
点
検
や
地
域
の

危
険
箇
所
の
把
握
 

・
地
域
で
防
災
訓
練
や
話
し
合
い

の
場
を
設
け
る
 

・
災
害
時
の
役
割
や
連
絡
体
制
を

決
め
る
 

・
災
害
時
要
援
護
者
の
把
握
 

 高
齢
者
や
障
害
者
、
妊
婦
、
乳

幼
児
な
ど
は
、
災
害
時
に
お
い
て
、

特
別
な
配
慮
が
必
要
で
す
。
普
段

か
ら
地
域
や
近
所
の
要
援
護
者
の

存
在
を
把
握
を
し
、
災
害
時
、
個
々

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
支
援
し
ま
し
ょ

う
。 

温泉豆知識　 
        その⑥ 

浮力、水圧の作用により、普段あまり使わない筋肉を動かすこと
ができるだけでなく身体機能を高め、下肢・足の末梢神経が刺激さ
れるので血液循環がよくなります。お湯の中を歩く歩行浴は、体重
の負担が少なくリハビリや腰痛、ダイエットにも最適で、冷え性、
不眠症にも効果がある入浴法です。皆さん、ぜひお試しください。 

問い合わせ先　白雲谷温泉ゆぴか（�　 0261） 
　　　　　　　営業時間　10：00～22：00（受付は21：30まで）毎週火曜定休 

▼
 

◯ 70

休 館 日  

休 館 日  

休 館 日  

休 館 日  

休 館 日  

お風呂カレンダー 
男性 女性 日 月 曜

日
 1 

2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20 
21 
22 
23 
24 
25 
26 
27 
28 
29 
30 
31 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
 

日 
月 
火 
水 
木 
金 
土 
日 
月 
火 
水 
木 
金 
土 
日 
月 
火 
水 
木 
金 
土 
日 
月 
火 
水 
木 
金 
土 
日 
月 
火 
水 
木 
金 
土 
日 
月 
火 
水 
木 
 
 
 

1
月
 

2
月
 

森の湯 水辺の湯 

水辺の湯 森の湯 

森の湯 水辺の湯 

水辺の湯 森の湯 

森の湯 水辺の湯 

水辺の湯 森の湯 
休 館 日  

安
全
安
心
情
報
配
信
中
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ansin 

@
city.ono.hyogo.jp

◯ 63

小野市ならではの鴨鍋プラン3,700円
（鴨鍋セット＋ご入浴券）を筆頭に、お
得な入浴券つきプランは幹事さんに朗
報です！ 
新年会や同窓会などグループのお食

事会に『あったか冬の宴会プラン』は
いかがでしょう。 
ご予算に応じたメニューも

たくさん用意しました。宴会
と入浴がセットで、幹事さん
思いの新しいリフレッシュ・
スタイルは“ゆぴか”で決ま
り！ 
 

地域みんなで助け合いましょう 
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保

険

医

療

 

国

民

年

金

 

病
気
の
早
期
発
見
・
予
防
の
た

め
年
に
１
度
は
受
診
を
 

健
や
か
で
豊
か
な
生
活
に
は
、

健
康
は
か
か
せ
ま
せ
ん
。
小
野
市

国
民
健
康
保
険
で
は
、
疾
病
の
予

防
･
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
通

じ
て
、
健
康
保
持
･
増
進
に
役
立

て
て
い
た
だ
く
た
め
に
「
人
間
ド
ッ

ク
施
設
利
用
助
成
事
業
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

◎
年
齢
制
限
は
 

平
成
17
年
度
よ
り
、
助
成
対
象

の
年
齢
制
限
を
な
く
し
て
い
ま
す

の
で
、
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
の
方
で
、
次
の
条
件
を
満
た
さ

れ
て
い
れ
ば
、
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。 

▼
対
象
者
 

①
療
養
の
給
付
等
を
継
続
的
に
受

け
て
い
な
い
方
 

②
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
世
帯
の
方
 

◎
申
請
手
続
き
は
 

小
野
市
民
病
院
で
人
間
ド
ッ
ク

の
受
診
を
さ
れ
る
場
合
は
、
前
も
っ

て
市
民
病
院
で
予
約
し
、
市
民
課

保
険
医
療
係
へ
助
成
の
申
請
手
続

き
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

「
人
間
ド
ッ
ク
施
設
利
用
券
」

を
交
付
し
ま
す
の
で
、
受
診
の
際
、

病
院
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
そ
の
他
の
施
設
で
「
１

泊
２
日
型
以
上
の
人
間
ド
ッ
ク
」

を
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
受
診
後
、

領
収
書
と
印
鑑
を
持
参
の
う
え
申

請
手
続
き
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

◎
助
成
額
は
 

助
成
額
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住

む
す
べ
て
の
人
を
対
象
に
、
生
涯

に
わ
た
っ
て
基
礎
年
金
を
支
給
す

る
制
度
で
す
。
老
後
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
病
気
や
け
が
で
障
害
が

残
っ
た
り
、
死
亡
し
た
と
き
な
ど

の
不
測
の
事
態
に
も
備
え
ま
す
。 

ま
た
、
国
が
責
任
を
も
っ
て
運
営

し
て
い
ま
す
の
で
、
き
ち
ん
と
保

険
料
を
納
め
て
い
れ
ば
確
実
に
年

金
が
受
け
取
れ
ま
す
。 

※
１
年
度
に
１
人
１
回
ま
で
の
助

成
と
な
り
ま
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
市
民
課
保
険

医
療
係
（
�

　
１
４
６
９
） 

「
ま
わ
り
の
人
は
保
険
料
を
納

め
て
い
な
い
か
ら
」
と
か
「
将
来

年
金
は
も
ら
え
な
い
か
ら
」
な
ど

と
い
う
噂
に
振
り
回
さ
れ
る
こ
と

な
く
、
今
、
確
実
に
国
民
年
金
に

加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
な
い
と
、

年
を
取
っ
た
と
き
や
万
が
一
の
と

き
、
後
悔
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。 

国
民
年
金
制
度
は
保
険
料
を
納

め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
原
則
で
す
。 

し
か
し
、
病
気
や
け
が
、
失
業
・

所
得
の
減
少
等
に
よ
り
、
国
民
年

金
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
と
き
の
た
め
に
、
保
険
料

の
納
付
が
免
除
や
猶
予
さ
れ
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。 

申
請
免
除
制
度
 

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
人
が
対
象
で
、
申
請
し
承
認

さ
れ
る
と
保
険
料
の
「
全
額
」
ま

た
は
「
半
額
」
が
免
除
さ
れ
ま
す
。 

若
年
者
納
付
猶
予
制
度
 

30
歳
未
満
の
人
が
対
象
で
、
申

請
し
承
認
を
受
け
る
と
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。 

学
生
納
付
特
例
制
度
 

前
年
所
得
が
基
準
額
以
下
の
学

生
が
対
象
で
、
申
請
し
承
認
を
受

け
る
と
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
ま
す
。 

免
除
対
象
要
件
等
、
詳
し
く
は

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
市
民
課
市
民

係
（
�

１
０
０
５
）
明
石
社

会
保
険
事
務
所
（
�

０
７
８
　

４
９
１
６
） 

◎
年
金
相
談
日
開
設
（
予
約
制
） 

▼
日
時
　
１
月
25
日
（水）
　10
時
か
ら

15
時
30
分
 

▼
場
所
　
伝
統
産
業
会
館
２
階
技

術
指
導
室
 

※
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
 

明
石
社
会
保
険
事
務
所
か
ら
 

人
間
ド
ッ
ク
施
設
利
用
 

助
成
事
業
 

◯ 63

２０
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
 

加
入
手
続
き
は
 

　
お
済
み
で
す
か
？
 

あ
な
た
の
加
入
す
る
 

　
　
　
年
金
制
度
は
？
 

国
民
年
金
保
険
料
の
 

納
付
が
困
難
な
場
合
は
 

◯ 63

◯ 912

第2号被保険者 
に扶養される配 

偶者 
 

第3号被保険者 
 

配偶者 
の 

勤務先 
 

届出先 
 

種　　別 
 

加入者 
 

自営業者、無職、 
学生の方等 

 

会社員・公務員 
 

第1号被保険者 
（各自で保険料を支払う） 

 

第2号被保険者 
 

市役所 
 

勤務先 
 

※20歳から60歳まで（第1号、第3号被保険者） 

◆小野市民病院　　（� 2020） 
人間ドック 
1泊2日 
1日 
 

料金 
63,000円 
31,500円 
 

助成額 
42,000円 
21,000円 
 ※ オプション検査は除きます（平成18年1月1日現在） 

※ 消費税込 
 

◆その他の施設（1泊2日型以上） 

費用の2分の1以内の額、または助成限度額 10,000円 
のいずれか低い方（領収書が必要です）。 
 

◯ 63
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税

　

金

 

介

護

保

険

 

環

　

境

 

農

　

業

 

平
成
17
年
中
の
所
得
か
ら
、
公

的
年
金
等
の
計
算
方
法
が
変
わ
り

ま
す
。
ま
た
、
老
年
者
控
除
や
老

年
者
非
課
税
制
度
の
廃
止
等
に
よ

り
、
ご
自
身
で
所
得
申
告
を
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
方
も
、
今
回
か
ら

申
告
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。 

税
は
正
し
く
申
告
し
、
正
し
く

納
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
申
告

が
な
け
れ
ば
、
正
し
く
課
税
さ
れ

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

な
お
、
所
得
申
告
に
つ
い
て
の

日
程
等
は
、
広
報
「
お
の
」
２
月

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ご

確
認
く
だ
さ
い
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
税
務
課
市
民

税
係
（
�

　
１
０
０
０
内
線
５

８
３
・
５
８
４
） 

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
が
変
わ
り

ま
す
。 

  ①
平
成
18
年
１
月
申
請
分
か
ら
、

初
回
に
申
請
さ
れ
る
と
以
後
の

申
請
は
不
要
に
な
り
ま
す
。 

※
初
回
申
請
以
降
の
高
額
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
は
、
該
当
月
ご
と
に
届

け
出
済
み
の
口
座
へ
自
動
的
に

振
り
込
ま
れ
ま
す
。 

②
従
来
は
申
請
書
に
該
当
月
の
領

収
書
の
添
付
が
必
要
で
し
た
が
、

平
成
17
年
10
月
サ
ー
ビ
ス
分
以

降
は
不
要
に
な
り
ま
す
。 

※
た
だ
し
、
平
成
17
年
９
月
サ
ー

ビ
ス
分
以
前
の
分
に
つ
い
て
は
、

領
収
書
の
添
付
が
必
要
で
す
。 

③
被
保
険
者
・
申
請
者
・
振
込
先

口
座
名
義
人
は
、
全
て
統
一
さ

れ
ま
す
。 

※
異
な
る
口
座
名
義
人
に
振
り
込

む
際
は
、
委
任
状
が
必
要
で
す
。 

　
自
己
負
担
の
上
限
額
が
 

　
　
　
　
　
　
変
わ
り
ま
す
 

①
１
割
の
自
己
負
担
額
が
、
下
表

の
上
限
額
を
超
え
た
と
き
は
、

介
護
保
険
係
へ
の
申
請
で
そ
の

超
え
た
部
分
が
高
額
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
と
し
て
後
か
ら
払
い
戻

し
さ
れ
ま
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
福
祉
課
介
護

保
険
係
（
�

　
１
５
０
９
） 

 

①
空
ぶ
か
し
を
し
な
い
 

　
空
ぶ
か
し
は
、
燃
料
を
大
量
に

消
費
し
、
窒
素
酸
化
物
な
ど
の

大
気
汚
染
物
質
を
無
用
に
ま
き

散
ら
す
だ
け
で
、
何
の
利
点
も

あ
り
ま
せ
ん
。
空
ぶ
か
し
10
回

で
約
60
㏄
（
約
７
０
０
ｍ
走
行

分
）
の
燃
料
が
無
駄
に
な
り
ま

す
。 

②
急
発
進
、
急
加
速
し
な
い
　
 

　
ア
ク
セ
ル
を
強
く
踏
む
と
、
エ

ン
ジ
ン
に
高
い
負
荷
が
か
か
る

と
同
時
に
、
燃
焼
温
度
も
高
く

な
り
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量

が
増
え
て
し
ま
い
ま
す
。
急
発

進
10
回
で
約
１
７
０
㏄
（
約
２，

０
０
０
ｍ
走
行
分
）
の
燃
料
が

無
駄
に
な
り
ま
す
。 

③
不
要
な
荷
物
を
載
せ
な
い
 

　
不
要
な
荷
物
を
積
ん
で
走
る
と

自
動
車
の
重
量
が
重
く
な
り
、

エ
ン
ジ
ン
に
余
計
な
負
荷
が
か

か
り
ま
す
。
１０
㎏
の
不
要
な
荷

物
を
載
せ
て
50
㎞
走
る
と
、
約

１５
㏄
（
約
１
８
０
ｍ
走
行
分
）

の
燃
料
が
無
駄
に
な
り
ま
す
。 

〈
資
料
提
供
〉
環
境
省
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
地
域
安
全
グ

ル
ー
プ
（
�

　
３
３
８
７
） 

今
年
も
１
月
１
日
現
在
で
農
業

委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
を
作
成

し
ま
す
。 

今
回
名
簿
に
登
録
で
き
る
方
は
、

次
の
条
件
を
有
す
る
方
で
す
。 

①
平
成
18
年
１
月
１
日
現
在
、
小

野
市
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る

方
 

②
満
20
歳
以
上
の
方
（
昭
和
61
年

４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
） 

③
10
ａ
以
上
の
農
地
に
つ
き
、
耕

作
の
業
務
を
営
む
方
 

④
前
記
③
の
同
居
の
親
族
ま
た
は

配
偶
者
で
、
年
間
お
お
む
ね
60

日
以
上
耕
作
す
る
方
 

名
簿
登
録
は
申
請
が
原
則
で
す
。

登
録
が
な
い
と
選
挙
権
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
資
格
の
あ
る
方
は
必

ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
農
業
委
員
会

（
�

　
２
２
６
６
） 

農
業
に
従
事
さ
れ
て
い
る
方
 

は
、
農
業
委
員
会
選
挙
人
名
 

簿
に
ご
登
録
く
だ
さ
い
 

介
護
保
険
高
額
介
護
 

サ
ー
ビ
ス
費
改
正
の
 

お
知
ら
せ
 

―
ス
ト
ッ
プ
地
球
温
暖
化
―
 

 
私
た
ち
の
地
球
が
危
な
い
！
 

地
球
の
こ
と
を
考
え
て
 

　
　
　
　
　
　
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
 

 

◯ 63

◯ 63

昭
和
１６
年
１
月
１
日
以
前
 

生
ま
れ
の
方
へ
 

 

◯ 63

・ 老齢福祉年金受給者 
　で世帯全員が住民税 
　非課税 
・ 生活保護の受給者等 
 
 
 
世帯全員が住民税非課 
税 

上記以外の方 

 15,000円 
 
 
 

利用者負担 
上限額 
 
 

37,200円 
 

24,600円 
世帯全員が住民税非課税で上記②に該当しない方 
（課税年金収入が80万円超266万円未満の方等） 
 
上記以外の方 
 

・ 老齢福祉年金受給者で世帯全員が住民税非課税 
・ 生活保護の受給者等 
 
世帯全員が住民税非課税で課税年金収入額と合計 
所得金額の合計が80万円以下の方 
 

37,200円 
 

利用者負 
担上限額 
 
 15,000円  
 
 
15,000円 
 

24,600円 
 

平成17年10月サービス利用分から 平成17年9月サービス利用分まで 申請が必要です 

居住費・食費・日常生活費などは含まれません。 ＊平成18年度から212万円になります。 

④ 
 

利 用 者  
負担段階 

 

＊ 

① 
 

② 
 

③ 
 

◯ 63

に
予
約
が
必
要
で
す
。 

▼
申
し
込
み
必
要
事
項
　
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
基
礎
年
金

番
号
・
相
談
を
希
望
さ
れ
る
内

容
 

▼
申
し
込
み
期
日
　
１
月
17
日
（火）

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

市
民
課
市
民
係
（
�

　
１
０
０

５
） 

申
請
が
簡
単
に
な
り
ま
す
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◯ 306

毎
年
１
月
か
ら
２
月
は
寒
さ
が

厳
し
い
季
節
で
す
。
気
温
が
マ
イ

ナ
ス
４
度
以
下
に
な
る
と
、
水
道

水
は
凍
結
し
て
出
な
く
な
り
ま
す
。 

特
に
屋
外
で
露
出
し
て
い
る
配

管
、
蛇
口
等
が
凍
結
し
や
す
く
、

場
合
に
よ
っ
て
は
器
具
が
壊
れ
漏

水
し
ま
す
。
凍
結
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
、
毛
布
等
を
巻
く
な
ど
事
前

に
防
寒
措
置
を
施
し
ま
し
ょ
う
。 

万
一
、
器
具
等
が
破
損
し
、
漏

水
が
発
生
し
た
場
合
は
、
指
定
水

道
業
者
に
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。 

浄
化
槽
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
が
、
本
年
２
月
１
日
か
ら
施

行
さ
れ
ま
す
。
こ
の
改
正
は
、
公

共
水
域
の
水
質
の
保
全
を
図
る
た

め
、
従
来
以
上
に
、
浄
化
槽
（
単

独
処
理
浄
化
槽
を
含
む
）
の
維
持

管
理
の
適
正
化
を
図
ろ
う
と
す
る

も
の
で
す
（
下
図
参
照
）。 

具
体
的
に
は
、
浄
化
槽
を
お
持

ち
の
方
（
＝
浄
化
槽
管
理
者
）
が
、

法
律
上
受
検
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
法
定
検
査
﹇
浄
化
槽
設
置
後
の

検
査
（
７
条
検
査
）
と
年
１
回
の

定
期
検
査
（
11
条
検
査
）
で
兵
庫

県
知
事
が
指
定
し
た
検
査
機
関
＝

（社）
兵
庫
県
水
質
保
全
セ
ン
タ
ー
が

行
い
ま
す
。﹈
を
受
検
し
な
い
場

合
、
県
な
ど
が
指
導
や
勧
告
命
令

を
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

検
査
受
検
の
命
令
に
従
わ
な
い
場

合
等
は
、
罰
則
（
30
万
円
以
下
の

過
料
）
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
下
水

道
へ
の
接
続
や
転
居
な

ど
に
伴
い
浄
化
槽
の
使

用
を
廃
止
す
る
場
合
、

使
用
廃
止
届
出
を
県
民

局
へ
提
出
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
浄
化
槽

を
お
持
ち
の
方
は

（社）
兵

庫
県
水
質
保
全
セ
ン
タ
ー

か
ら
検
査
案
内
が
あ
れ
ば
、

そ
の
内
容
に
従
い
法
定

検
査
を
受
け
ら
れ
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
（社）

兵
庫
県
水
質
保
全
セ

ン
タ
ー
（
�

0
７
８

　
６
０
２
０
）
北
播

磨
県
民
局
県
民
生
活

部
環
境
課
（
�

０
７

９
５
　
９
３
７
７
）

小
野
市
水
道
部
管
理

グ
ル
ー
プ
（
�

　
１

０
０
４
） 

・
暖
房
器
具
の
周
り
で
洗
濯
物
を

乾
か
す
の
は
避
け
ま
し
ょ
う
。 

・
外
出
時
は
、
必
ず
電
源
や
火
を

消
し
ま
し
ょ
う
。 

・
給
油
の
た
め
、
タ
ン
ク
を
取
り

出
す
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
し

ま
し
ょ
う
。 

・
灯
油
と
ガ
ソ
リ
ン
は
間
違
わ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

・
電
気
コ
ー
ド
、
ガ
ス
ホ
ー
ス
は

し
っ
か
り
と
接
続
さ
れ
て
い
る

か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。 

・
電
気
コ
ー
ド
、
ガ
ス
管
に
破
損

や
亀
裂
が
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ

う
。 

『
文
化
財
防
火
デ
ー
』
は
昭
和

24
年
1
月
26
日
、
法
隆
寺
金
堂
で

火
災
が
発
生
し
た
こ
と
を
教
訓
に

設
け
ら
れ
ま
し
た
。 

消
防
本
部
で
は
、1
月
22
日
（日）

の
早
朝
に
浄
谷
町
の
浄
土
寺
で
地

域
住
民
の
皆
さ
ん
と
関
係
者
が
共

に
、
文
化
財
防
火
訓
練
を
実
施
し

ま
す
。
郷
土
の
貴
重
な
文
化
財
を

火
災
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。 

新
年
を
迎
え
、
こ
れ
か
ら
一
段

と
寒
さ
が
厳
し
い
時
期
を
迎
え
ま

す
。
ま
た
、
冬
季
は
空
気
が
乾
燥

し
や
す
い
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。 

火
災
が
起
き
な
い
よ
う
火
の
取

り
扱
い
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

・
風
の
強
い
日
は
や
め
ま
し
ょ
う
。 

・
火
の
そ
ば
を
離
れ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。 

・
消
火
用
の
水
バ
ケ
ツ
な
ど
の
準

備
が
整
っ
て
か
ら
、
火
を
着
け

ま
し
ょ
う
。 

・
周
囲
に
燃
え
広
が
る
恐
れ
の
あ

る
場
所
で
は
や
め
ま
し
ょ
う
。 

・
家
庭
ご
み
の
焼
却
は
や
め
ま
し
ょ

う
。 

※
休
耕
田
や
堤
防
な
ど
の
枯
草
を

焼
却
す
る
と
き
は
、
消
防
署
へ

の
届
出
が
必
要
で
す
。
届
出

用
紙
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。 

 
火
災
・
救
急
・
救
助
・
そ
の
他

の
災
害
が
発
生
す
れ
ば
、
す
ぐ

１
１
９
番
通
報
を
し
ま
し
ょ
う
。

（
携
帯
電
話
か
ら
で
も
可
能
） 

 

暮らしの情報 

水
道
・
消
防
・
ス
ポ
ー
ツ
・
助
成
 

消

　

防

 

水

　

道

 

19 

3 

0 

15 

37

●
年
別
月
別
・
累
計
火
災
件
数 

 

火
災
情
報
１１
月
末
現
在 累

計 

年
別 

１１
月
件
数
 

37
 

平
成
17
年 

3

34
 

平
成
16
年 

2

件数 

 

火災種別 

 建物火災 

林野火災 

車両火災 

その他火災 

累計 

 

●
火
災
種
別
累
計
件
数 

※その他火災は、雑
草・畦草・廃材など
が燃えた火災です。 

水
道
器
具
の
凍
結
に
 

 
 
 
 
ご
注
意
を
！
 

浄
化
槽
を
お
持
ち
の
方
「
浄
化
槽
管
理
者
」
へ
 

 浄
化
槽
法
の
一
部
が
 

 
 
 
改
正
さ
れ
ま
し
た
 

 
〜
法
定
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
〜
 

 

毎
年
1
月
２６
日
は
 

　『
文
化
財
防
火
デ
ー
』 

暖
房
器
具
に
つ
い
て
 

あ
ぜ
焼
き
な
ど
に
つ
い
て
 

冬
季
の
火
災
予
防
 

◯ 42

◯ 63

浄化槽を適正に維持管理するための業務の流れ 

使用開始後 
３～８ヶ月後 
 

毎年３回以上【処理方式・ 
使用状況により異なる】 
毎年３回以上【処理方式・ 
使用状況により異なる】 毎年１回 毎年１回 

法第７条検査 
【設置後等の水質検査 

保守点検 
【点検・調整・修理】 

清   掃 

浄化槽の機能を回復 
させるため必要です。 
 

法第11条検査 
【定期検査】 

浄化槽の機能を維持 
させるため必要です。 
 

【汚泥の引出し等】 

・外観検査 
・水質検査 
・書類検査 
 

(社)兵庫県水質保全センター兵庫県水質保全センター 
【法に基づく指定検査機関】【法に基づく指定検査機関】 
 

(社)兵庫県水質保全センター 
【法に基づく指定検査機関】 
 

・汚泥の堆積状況把握 
・ブロア等の機器点検 
・消毒剤の補充 
 

県の登録を受けた 
保守点検業者また 
は浄化槽管理士 
 

・汚泥の引出し 
・付属装置の洗浄 
・内部の異常の確認 
 

市の許可を受け 
た清掃業者 
 

・外観検査 
・水質検査 
・書類検査 
 

(社)兵庫県水質保全センター兵庫県水質保全センター 
【法に基づく指定検査機関】【法に基づく指定検査機関】 
 

(社)兵庫県水質保全センター 
【法に基づく指定検査機関】 
 

工事が適正に行われ、
浄化槽が本来の機能を
発揮しているかを(社)兵
庫県水質保全センター
が確認します。 

登録業者の行う保守点
検や清掃が適正に実施
され、浄化槽の機能が
正常に維持されている
かを(社)兵庫県水質保
全センターが検査します。 

実施者 
実施者 実施者 

実施者 

受
検
し
な
い
と
、
罰
則
が
適
用
 

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
！
 

受
検
し
な
い
と
、
罰
則
が
適
用
 

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
！
 

http://w
w
w
.city.ono.hyogo. 

jp/̃syobo/
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▼
趣
旨
　
厚
生
労
働
省
で
は
地
域

雇
用
の
創
出
を
支
援
す
る
た
め
、

次
に
該
当
す
る
職
種
に
つ
い
て

創
業
経
費
お
よ
び
雇
入
れ
に
つ

い
て
一
部
助
成
を
行
い
ま
す
。 

①
個
人
向
け
・
家
庭
向
け
サ
ー
ビ
ス
 

②
社
会
人
向
け
教
育
サ
ー
ビ
ス
 

③
企
業
・
団
体
向
け
サ
ー
ビ
ス
 

④
住
宅
関
連
サ
ー
ビ
ス
 

⑤
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
 

⑥
高
齢
者
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
 

⑦
医
療
サ
ー
ビ
ス
 

⑧
リ
ー
ガ
ル
サ
ー
ビ
ス
 

⑨
環
境
サ
ー
ビ
ス
 

⑩
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
 

⑪
飲
食
料
品
 

⑫
医
薬
品
・
化
粧
品
、
農
耕
用
品
、

燃
料
、
書
籍
・
文
房
具
、
ス
ポ
ー

ツ
用
品
、
玩
具
・
娯
楽
用
品
、

楽
器
、
写
真
、
時
計
・
眼
鏡
・

光
学
器
械
、
花
・
植
木
な
ど
の

小
売
業
 

⑬
一
般
飲
食
店
 

▼
要
件
　
 

・
法
人
の
設
立
ま
た
は
個
人
事
業

と
し
て
の
開
業
 

・
創
業
後
６
か
月
以
内
の
地
域
貢

献
事
業
計
画
の
認
定
 

・
２
人
以
上
の
雇
用
で
、
内
１
人

以
上
が
非
自
発
的
離
職
者
の
雇

入
れ
 

※
非
自
発
的
離
職
者
と
は
、
倒
産
、

定
年
な
ど
で
自
己
都
合
や
自
己

の
責
め
に
帰
す
べ
き
理
由
に
よ

ら
な
い
で
離
職
し
た
者
。 

▼
助
成
　
創
業
経
費
の
３
分
の
１

（
上
限
５
０
０
万
円
で
、
雇
入

れ
人
数
等
に
応
じ
）
非
自
発
的

離
職
者
１
人
に
つ
き
30
万
円
（
短

時
間
労
働
者
は
１
人
当
た
り
15

万
円
、
上
限
１
０
０
人
分
）。 

▼
期
間
　
平
成
21
年
度
末
ま
で
の

創
業
等
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
（財）
兵
庫
県
雇

用
開
発
協
会
（
�

0
7
8
 
１

０
９
１
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。 

▼
地
域
別
最
低
賃
金
　
平
成
17
年

９
月
30
日
よ
り
 

※
産
業
別
最
低
賃
金
に
つ
い
て
は

昨
年
12
月
1
日
よ
り
改
正
さ
れ

て
い
ま
す
。 

※
詳
し
く
は
兵
庫
労
働
局
労
働
基

準
部
賃
金
課
（
０
７
８
 
９
１

５
４
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 

ポ
カ
ポ
カ
陽
気
の
中
、
約
60
名

の
ウ
ォ
ー
カ
ー
の
皆
さ
ん
が
下
東

条
小
学
校
に
集
ま
り
ま
し
た
。 

ロ
ン
グ
コ
ー
ス
約
6.6
㎞
（
約
９，

５
０
０
歩
）、
シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス

約
4
㎞
（
約
６，
０
０
０
歩
）
の

コ
ー
ス
を
池
田
町
方
面
へ
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
し
ま
し
た
。
途
中
、
紅
葉

の
き
れ
い
な
山
々
に
見
入
っ
た
り
、

川
の
せ
せ
ら
ぎ
に
耳
を
す
ま
せ
た

り
・
・
・
。
秋
を
満
喫
す
る
こ
と

の
で
き
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
デ
ー
で

し
た
。 

今
月
は
１
月
29
日
（日）
の
「
Ｏ
Ｎ

Ｏ 
Ｒ
Ｕ
Ｎ
 ラ
ン 
Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｋ
」
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
部
と
し
て
実
施

し
ま
す
。 

昨
年
度
か
ら
装
い
も
新
た
に
新

天
地
、
『
ひ
ま
わ
り
の
丘
公
園
』

で
の
開
催
と
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、

こ
の
機
会
に
ご
家
族
・
友
人
を
誘
っ

て
冬
の
運
動
不
足
を
解
消
し
て
み

ま
せ
ん
か
。 

な
お
、
昨
年
の
「
Ｏ
Ｎ
Ｏ
 Ｒ
Ｕ

Ｎ
 
ラ
ン 
Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｋ
」
か
ら
実
行

委
員
会
の
運
営
に
な
り
、
参
加
費

を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
（
※
１
月
以

外
の
ハ
ー
ト
フ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

デ
ー
は
今
ま
で
通
り
参
加
費
を
い

た
だ
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
）。 

▼
日
時
　
１
月
29
日
（日）
　９
時
か
ら
 

▼
集
合
場
所
　
ひ
ま
わ
り
の
丘
公

園
　
多
目
的
広
場
 

▼
コ
ー
ス
　
浄
谷
町
方
面
 

▼
参
加
費
　
２
０
０
円
（
参
加
費
・

そ
の
他
お
楽
し
み
！
） 

▼
連
絡
事
項
 

・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
部
は
申
し
込

み
不
要
で
す
。
参
加
費
に
つ
い

て
は
当
日
、
徴
収
し
ま
す
。 

・
駐
車
場
は
、
ひ
ま
わ
り
の
丘
公

園
第
2
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
お
の
ハ
ー
ト

フ
ル
歩
人
会
会
長
　
都
筑
英
治

（
�

４
６
０
７
）・
体
育
保
健

課
（
�

２
５
９
１
） 

助

　

成

 

ス

ポ

ー

ツ

 

地
域
創
業
事
業
に
対
す
る
 

助
成
金
に
つ
い
て
 

兵
庫
県
の
最
低
賃
金
改
正
 

広
報
12
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
Ｏ
Ｎ
Ｏ
 Ｒ
Ｕ
Ｎ
 ラ
ン 
Ｗ
Ａ

Ｌ
Ｋ
は
、
ゲ
ス
ト
に
、
須
磨
学
園

高
等
学
校
で
全
国
的
に
活
躍
中
の
、

小
野
市
出
身
の
小
林
祐
梨
子
さ
ん

ら
を
お
迎
え
し
、
ひ
ま
わ
り
の
丘

公
園
周
辺
コ
ー
ス
で
開
催
し
ま
す
。 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
マ
ラ
ソ
ン
・

エ
キ
デ
ン
と
盛
り
だ
く
さ
ん
、
走

る
人
・
歩
く
人
・
観
る
人
み
ん
な

で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。 

ま
た
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

次
の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。 

▼
日
時
　
１
月
29
日
（日）
９
時
か
ら

１３
時
 

▼
場
所
　
ひ
ま
わ
り
の
丘
公
園
　

多
目
的
広
場
 

▼
出
店
数
　
２０
区
画
（
先
着
順
※

ひ
と
り
１
区
画
と
し
ま
す
） 

▼
出
店
料
　
１
区
画
（
３
ｍ
×
４

ｍ
）
１，
０
０
０
円
 

▼
募
集
期
間
　
１
月
６
日
（金）
か
ら

１
月
２０
日
（金）
８
時
30
分
か
ら
17

時
ま
で
 

▼
そ
の
他
　
雨
天
時
・
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
状
態
が
悪
い
時
は
出
店
を

中
止
し
ま
す
（
大
会
前
日
に
決

定
し
ま
す
） 

▼
主
催
　
Ｏ
Ｎ
Ｏ
 Ｒ
Ｕ
Ｎ
 
ラ
ン 

Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｋ
実
行
委
員
会
 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

Ｏ
Ｎ
Ｏ
 Ｒ
Ｕ
Ｎ
 ラ
ン 
Ｗ
Ａ
Ｌ

Ｋ
実
行
委
員
会
事
務
局
　
体
育

保
健
課
（
�

　
２
５
９
１
） 

時
間
額
 

６
７
９
円
 

兵
庫
県
 

最
低
賃
金
 

 

◯ 367
◯ 32

◯ 63

◯ 63

◯ 63

エ
キ
デ
ン
・
マ
ラ
ソ
ン
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
 

Ｏ
Ｎ
Ｏ
 
Ｒ
Ｕ
Ｎ
 
ラ
ン
 
Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｋ
 

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集
！
 

 

”て
く
て
く
“
ま
っ
ぷ
み
ん
な
で
完
歩
！
 

１１
月
の
ハ
ー
ト
フ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
デ
ー
 

 ”て
く
て
く
“
ま
っ
ぷ
み
ん
な
で
完
歩
！
 

Ｏ
Ｎ
Ｏ
 
Ｒ
Ｕ
Ｎ
 
ラ
ン
 
Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｋ
と
同
時
開
催
！！
 

１
月
の
ハ
ー
ト
フ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
デ
ー
 

 

11月のウォーキングデーから 



22平成１8年　広報「おの」1月号 

本
年
最
初
と
な
る
活
動
は
、
兵

庫
県
立
こ
ど
も
の
館
よ
り
「
動
く
・

こ
ど
も
の
館
号
」
の
体
験
指
導
員

の
皆
さ
ん
を
招
き
、
親
子
で
楽
し

い
遊
び
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活

動
を
行
い
ま
す
。
こ
の
活
動
は
、

親
子
の
こ
こ
ろ
が
ふ
れ
あ
う
場
と

な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

子
ど
も
と
の
い
ろ
ん
な
遊
び
の

中
で
、
友
達
と
出
会
い
、
共
に
考

え
る
こ
と
か
ら
学
び
を
共
有
し
、

親
子
の
「
育
て
る
力
」「
育
つ
力
」

の
素
敵
な
関
わ
り
を
発
見
し
、
親

子
の
絆
を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
？
 

▼
日
時
　
1
月
26
日
（木）
　11
時
か
ら

12
時
 

▼
場
所
　「
チ
ャ
イ
コ
ム
」
遊
戯
室
 

▼
対
象
　
当
日
来
館
の
親
子
 

暮らしの情報 

施
設
だ
よ
り
・
相
談
 

児　童 

子育て 

にこにこ 
子育て相談 

子育て 
安心ダイヤル 

思春期 
ホットダイヤル 

母子健康相談 
【要予約】 

母子自立 
【要予約】 

女性のための相談 
【要予約】 

女性のための医療相談 
【要予約】 

不登校児童生徒 
悩み 

青少年の悩み 

乳幼児育児不安 

こ
ど
も
相
談
窓
口
 

女
性
相
談
窓
口
 

相談名 相談日 場所 相談内容 担当課（電話番号） 

福祉課児童福祉係（家庭児童相談室） 
（�　1 6 4 5） 

市立児童館「チャイコム」 
（�　8 5 8 8） 

市立児童館「チャイコム」 
（�　8 5 8 8） 

保健センター 
（�　3 9 7 7） 

保健センター 
（�　3 9 7 7） 

保健センター 
（�　3 9 7 7） 

学校教育課 
（�　2 4 0 9） 

青少年補導センター 
（�　4 1 1 0） 

福祉課児童福祉係 
（�　1 6 4 5） 

小野市民病院 
（�　2 0 2 0）内線1 8 8

来住保育所（子育てゆとり創造センター） 
（�　8 4 2 8） 

男女共同参画センター相談専用電話 
（�　8 2 5 0） 

家庭環境、子育ての悩みなど 
（養護、虐待など） 

子育てに関すること 

体のこと・性のことについて 

乳幼児の子育ての悩みなど 

女性が抱えるさまざまな問題 

特に発育・栄養に関すること 
について 

要経過観察児の育児・ 
離乳食相談 

子どもの健康・栄養・発達に 
関することについて 

不登校に関して、電話と面接 
相談で応じます 

非行・いじめ・交友関係など 
（電話、面接と出前相談） 

生活上の悩みなどの母子の 
自立に向けた相談 

看護師による「医療に関する 
悩み」など 

福祉事務所相談室 

市立児童館「チャイコム」 

市立児童館「チャイコム」 

保健センター 

保健センター 

保健センター 

福祉事務所相談室 

教育委員会適応教室 

市民安全部青少年 
補導センター 

うるおい交流館エクラ 
相談室 

小野市民病院 
医療福祉相談室 

来住保育所 
（子育てゆとり創造センター） 

毎週月曜～金曜日 
9時～16時 

毎週月曜～金曜日 
13時～17時 

毎週月曜～金曜日 
8時30分～17時 

毎週月曜～金曜日 
10時～15時 

毎週木曜日 
13時30分～16時 

毎週月曜・水曜・金曜日 
9時～16時 

毎週木曜日 
（電話相談）9時30分～11時30分 
（面接相談・要予約）13時～16時 

毎週月曜～土曜日 
10時～17時 

1月11日（水） 
9時45分～11時 

1月26日（木） 
9時30分～10時30分 

毎週月曜～金曜日 
8時30分～16時30分 

毎週月曜～金曜日 
8時30分～16時30分 

◯ 63

◯ 63

◯ 63

◯ 63

◯ 63

◯ 63

◯ 63

◯ 63

◯ 63

◯ 63

◯ 62

◯ 62

ふれあいタイム予定表（1月～2月） 

（都合により変更する場合があります） 

 

（集団遊び11時から） 

 日　曜日　　　　　　活動内容  日　曜日　　　　　　活動内容  
 
 
 
24 
25 
26 
27 
28 
29 
30 
31 
 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10

 

火 
水 
木 
金 
土 
日 
月 
火 
水 
木 
金 
土 
日 
月 
火 
水 
木 
金 
 
 

 

2／1  
  

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20 
21 
22

祝 
月 
火 
水 
木 
金 
土 
日 
祝 
火 
水 
木 
金 
土 
日 
月 
火 
水 
木 
金 
土 
日 
 

 

 

 

 

 

 

お話を楽しもう 

 

 

みんな一緒にお話聞こう（読み聞かせ） 

にこにこ子育て相談日　9:45～11:00 

みんなで体操１.２.３ 

みんなで楽しもう手作りおもちゃ 

お話を楽しもう 

自分で作ろう好きなもの 

みんなで遊ぼうリズムにのって 

みんな一緒に新聞紙で遊ぼう 

みんなで体操１.２.３ 

選んで遊ぼうコーナーあそび 

「お楽しみ」POCO 

お話を楽しもう 

自分で作ろう好きなもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

みんな一緒にお話聞こう（読み聞かせ） 

選んで遊ぼうコーナーあそび 

 

みんな一緒に新聞紙で遊ぼう 

お話を楽しもう 

自分で作ろう好きなもの 

みんなでお祝いハッピーバースデイ 

みんなで遊ぼうリズムにのって 

にこにこ子育て相談日　9:45～11:00 

選んで遊ぼうコーナーあそび 

みんなで鬼は～外！福は～内！ 

お話を楽しもう 

自分で作ろう好きなもの 

みんなで遊ぼうリズムにのって 

みんな一緒にお話聞こう 

みんなで体操１.２.３ 

選んで遊ぼうコーナーあそび 

みんなで楽しもう手作りおもちゃ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2歳児えくぼちゃんグループ 
（登録親子対象）11：00～11：40

自分で作ろう好きなもの 
“伝承おもちゃを作って遊ぼう” 

自分で作ろう好きなもの 
“伝承おもちゃを作って遊ぼう” 

23
掲示板に掲示する作品作り 

月 休　館　日 

「動く・こどもの館号」がやってくる 11:00～12:00

「
動
く
・
こ
ど
も
の
館
号
」
が
 

　
　
　
　
　
　
や
っ
て
き
ま
す
 

 

みんなで 
来てね！ 
 
 

お母さんが作ってくれた 
おもちゃで遊ぶと楽しいよ 
 

みんなが集まればとても 
ダイナミックな遊びになります 
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昨
年
は
、
図
書
館
を
ご
利
用
い

た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
本
年
も
一
般
・
児
童

図
書
等
の
資
料
の
更
な
る
拡
充
と

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

▼
日
時
　
２
月
12
日
（日）
　15
時
か
ら

（
開
場
14
時
30
分
） 

▼
場
所
　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
 

▼
第
１
部
（
市
民
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

ス
テ
ー
ジ
） 

①
吹
奏
楽
団
と
の
共
演
。
ホ
ル
ス

ト
『
惑
星
』
よ
り
「
木
星
」　
 

②
市
民
合
唱
団
や
児
童
合
唱
団
と

の
共
演
。
山
田
耕
筰
の
作
品
・

子
ど
も
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
Ⅱ
 

③
オ
ペ
ラ
に
挑
戦
「
カ
ル
メ
ン
」

よ
り
　
ソ
リ
ス
ト
：
保
坂
博
光

氏
、
迎
　
肇
聡
氏
、
長
尾
有
希

子
氏
 

▼
第
２
部
（
こ
れ
ぞ
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
！
） 

　
ス
ト
ラ
ビ
ン
ス
キ
ー
組
曲
「
火

の
鳥
」 

▼
前
売
券
　
好
評
発
売
中
。
全
席

自
由
　
一
般
２，
０
０
０
円
　

小
・
中
・
高
校
生
５
０
０
円（
当
日

は
各
５
０
０
円
増
し
と
な
り
ま
す
） 

▼
前
売
券
発
売
場
所
　
市
民
会
館
、

各
コ
ミ
セ
ン
、
図
書
館
、
総
合

体
育
館
（
ア
ル
ゴ
）、
好
古
館
 

 

毎
回
大
好
評
の
「
小
野
名
画
劇

場
」
も
4
回
目
を
迎
え
ま
す
。 

▼
日
時
　
1
月
28
日
（土）
　10
時
か
ら

（
開
場
9
時
30
分
） 

▼
場
所
　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
 

▼
上
映
映
画
「
タ
ー
ミ
ナ
ル
」「
ア

ラ
ビ
ア
の
ロ
レ
ン
ス
」 

▼
当
日
券
　
６
０
０
円
 

皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。 

 

あ
な
た
の
作
品
を
も
っ
と
多
く

の
方
に
見
て
も
ら
い
ま
せ
ん
か
？
 

１
月
の
展
示
案
内
 

●
子
ど
も
絵
画
造
型
 

　
１
月
21
日
（土）
ま
で
コ
ミ
セ
ン
お

の
サ
ー
ク
ル
子
ど
も
絵
画
造
型
 
 

●
小
野
市
美
術
協
会
展
 
写
真
部
 

　
１
月
23
日
（月）
か
ら
２
月
４
日
（土）

小
野
市
美
術
協
会
　
写
真
部
 

一

般

相

談

窓

口

 

生活上の問題 うるおい交流館エクラ 
事務室 

毎週木曜日 
9時～12時 

国際交流協会事務局 
（�　8 1 5 6） 

相談名 

市　民 

交通事故 
【要予約】 

 
法　律 

【要予約】 
 

人権行政 
 

身体障害者 

ふれあい福祉 

住宅改造 
（高齢者・障害者向） 
【要予約】 

あんしん窓口 

消費生活 

相談日 場所 相談内容 担当課（電話番号） 

生活上の問題 
市民サービス課 
（�　1 0 1 3） 

市民サービス課 
（�　1 0 1 3） 

市民サービス課 
（�　1 0 1 3） 

市民サービス課 
（�　1 0 1 3） 

地域安全グループ 
（�　3 3 8 7） 

福祉課障害福祉係 
（�　1 0 1 1） 

社会福祉協議会 
（�　2 5 7 4） 

福祉課 
（�　1 0 1 1） 

弁護士による法律的な解釈が 
必要な問題など 

人権や行政に関すること 

医療福祉に関する悩みなど 

日常生活上での悩みごと 

市民サービス課相談室 

市民サービス課相談室 
専門相談員による交通事故処理 

などに関する問題 

バリアフリー化など住宅改造に 
関すること 

生計、職業、住宅、家族の 
悩みなど 

商品や契約の苦情に関する問題 

市民サービス課相談室 

コミュニティセンターおの 
302号室 

小野市民病院 
あんしん窓口 

地域安全グループ 

コミュニティセンターおの 
304号室 

老人福祉センター 
「みやま荘」相談室 

福祉事務所相談室 

毎週月曜～金曜日 
8時30分～17時 

1月15日（日） 
10時～12時 

毎週月曜～金曜日 
8時30分～17時 

毎週火曜・木曜日 
10時～15時 

1月13日（金） 
10時30分～16時 
1月11日（水）、25日（水） 

13時30分～16時 
 

1月18日（水） 
13時30分～15時30分 

毎週月曜～金曜日 
9時～12時 
毎週水曜日 
9時～17時 

◯ 63

◯ 63

◯ 63

◯ 63

◯ 63

◯ 63

◯ 63

◯ 63

◯ 63

※1月の予約は4日 
　8時30分から受付します。 

小野市民病院 
（�　2 0 2 0）内線1 8 8◯ 63

お気軽にご相談ください！ 

外 国 人  
相談窓口 

 

外 国 人  
生 活 相 談  

農　地 
【要予約】 

農業委員会 
（�　2 2 6 6） 

農地に関すること 本庁舎第１会議室 
1月11日（水） 
10時～15時 ◯ 63

知的障害者 知的障害、日常生活上の悩みごと 
老人福祉センター 
「みやま荘」相談室 

1月19日（木） 
10時～12時 

福祉課障害福祉係 
（�　1 0 1 1） ◯ 63

関
西
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
 

　
　
管
弦
楽
団
コ
ン
サ
ー
ト
 

 

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

　
　
　
出
展
者
募
集
中
！
 

 

第
4
回
 

小
野
名
画
劇
場
開
催
！
 

 

【アラビアのロレンス】 【ターミナル】 
 

明
け
ま
し
て
 

　
お
め
で
と
う
 

　
　
ご
ざ
い
ま
す
 

1月のお話会 
7  日（土）、21日（土） 

10時30分から 

14日（土）、28日（土） 

14時から 

1月の休館日は24日 

（火）です。 

市民と関西フィルハーモニー管弦楽団 
とのコラボレーションによる演奏会 
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楽
し
く
料
理
を
基
本
か
ら
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。 

男
性
の
方
を
対
象
に
や
さ
し
く
、

分
か
り
や
す
く
指
導
し
ま
す
。
き
っ

と
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
役
立
ち
ま
す
。 

▼
日
時
　
１
月
２１
日
、
２
月
４
日
・

２５
日
、
３
月
１１
日
い
ず
れ
も
土

曜
日
　
１６
時
か
ら
１８
時
（
全
4
回
） 

▼
場
所
　
コ
ミ
セ
ン
か
わ
い
調
理

室
 

▼
受
講
料
　
１，
０
０
０
円
（
材
料

費
別
） 

▼
講
師
　
松
川
正
治
氏
 

▼
対
象
　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在

勤
の
方
 

▼
定
員
　
12
名
（
先
着
順
） 
 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

コ
ミ
セ
ン
か
わ
い
 

バ
レ
ン
タ
イ
ン
用
の
お
菓
子
と

し
て
、
手
作
り
コ
コ
ア
ク
ッ
キ
ー

を
み
ん
な
で
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。 

▼
日
時
　
２
月
４
日
（土）
９
時
か
ら

12
時
 

▼
場
所
　
コ
ミ
セ
ン
い
ち
ば
調
理

室
 

▼
受
講
料
　
無
料
 

▼
材
料
費
　
５
０
０
円
 

▼
講
師
　
峯
山
佳
子
氏
 

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
小
学
４
年

生
か
ら
中
学
生
の
方
 

▼
定
員
　
12
人
（
先
着
順
） 

▼
申
し
込
み
締
め
切
り
日
　
１
月

25
日
（水） 
 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

コ
ミ
セ
ン
い
ち
ば
 

大
島
町
で
進
め
て
い
ま
す
土
地

区
画
整
理
事
業
区
域
内
（
ひ
ま
わ

り
の
里
）
の
宅
地
分
譲
（
建
築
条

件
付
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。
神
戸

電
鉄
「
小
野
」
駅
徒
歩
６
分
、
Ｊ

Ｒ
加
古
川
線
「
小
野
町
」
駅
徒
歩

12
分
と
い
う
好
立
地
条
件
の
当
地

も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。 

▼
分
譲
区
画
数
　
４
区
画
 

▼
面
積
　
１
７
０
㎡
か
ら
 

▼
価
格
　
１，
１
３
５
万
円
か
ら
 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

小
野
市
大
島
土
地
区
画
整
理
組

合
事
務
局
（
ま
ち
づ
く
り
課
内

�

　
１
８
８
４
） 

 

市
で
は
、
市
内
の
商
工
業
に
属

す
る
事
業
所
に
勤
務
さ
れ
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
さ
れ
る
方
を
「
小

野
市
商
工
業
優
良
従
業
員
表
彰
制

度
要
綱
」
に
基
づ
き
表
彰
し
ま
す
。 

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
従
業
員

さ
ん
を
雇
用
さ
れ
て
い
る
事
業
主

の
方
は
、
ご
推
薦
く
だ
さ
い
。 

▼
対
象
者
 

①
永
年
勤
続
賞
　
20
年
以
上
市
内

に
あ
る
同
一
の
事
業
所
に
勤
務

し
、
そ
の
成
績
が
優
秀
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
方
（
平
成
17
年

12
月
１
日
現
在
）。 

②
企
業
功
績
賞
　
事
業
所
の
発
展

に
大
き
く
貢
献
し
、
そ
の
功
績

が
表
彰
を
受
け
る
に
値
す
る
方
。 

▼
募
集
期
間
　
１
月
10
日
（火）
か
ら

2
月
3
日
（金）
 

▼
推
薦
方
法
　
所
定
の
推
薦
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
商

工
観
光
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
商
工
観
光
課

（
�

　
１
９
２
９
） 

 

暮らしの情報 

施
設
だ
よ
り
・
募
集
 

募

　

集

 

短
期
講
座
「
男
の
料
理
 

教
室
」
参
加
者
を
募
集
！
 

コ
ミ
セ
ン
お
の
・
か
わ
い
・
い
ち
ば
 

　
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
 

I
T
す
く
ぅ
ー
る
受
講
生
募
集
 

『
ひ
ま
わ
り
の
里
』 

　
宅
地
好
評
分
譲
中
！
 

 

小
野
市
商
工
業
優
良
 

　
従
業
員
表
彰
候
補
者
 

 

ひまわりの里 

◯ 63

◯ 63

バ
レ
ン
タ
イ
ン
に
手
作
り
 

ク
ッ
キ
ー
を
作
ろ
う
！
 

参
加
者
募
集
 

コース名 開催場所 講座日程 時間 定員 
（人） 

受講料 
（テキスト代） 

初心者コース 
　パソコンに初めて挑戦さ 
　れる方にも。 

初心者コース 
　40歳以上の方を対象に 
　やさしく指導します。 

エクセル初級コース 
　エクセル入門コース修了 
　程度の方を対象に。 

コミセン 
おの 

コミセン 
かわい 

コミセン 
いちば 

2月6日（月）, 7日（火）, 13日（月）, 14 
日（火） 
［マウス・キーボード練習（参加自由）］ 
　　　2月2日（木）, 3日（金）, 4日（土） 

1月21日（土）, 22日（日）, 28日（土）, 
29日（日） 

2月7日（火）, 8日（水）, 9日（木）, 14日 
（火）, 15日（水）, 16日（木） 
 

9：00～ 
　12：00

13：30～ 
　16：30

19：00～ 
　21：00

2,000円 
（1,000） 

2,000円 
（1,000） 

3,000円 
（2,000） 

20

10

10

みんなで気軽にたのしみましょう 

初
心
者
コ
ー
ス
お
よ
び
エ
ク
セ

ル
初
級
コ
ー
ス
の
受
講
生
を
募
集

し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。 

▼
受
講
資
格
　
市
内
在
住
ま
た
は

在
勤
の
方
 

▼
申
し
込
み
締
め
切
り
日
 

コ
ミ
セ
ン
お
の
　
　
1
月
22
日
（日）
 

コ
ミ
セ
ン
か
わ
い
　
1
月
１５
日
（日）
 

コ
ミ
セ
ン
い
ち
ば
　
1
月
２７
日
（金）
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ス
ポ
ー
ツ
や
お
仕
事
の
疲
労
回

復
に
腰
痛
、
肩
こ
り
、
膝
の
痛
み

に
も
効
果
絶
大
！
 

ス
ポ
ー
ツ
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
筋
肉

や
血
管
、
神
経
の
働
き
を
活
発
に

す
る
事
に
よ
り
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
最
大
限
に
引
き
出
し
、
練
習
や

試
合
後
の
疲
労
回
復
を
早
め
る
と

同
時
に
ス
ポ
ー
ツ
障
害
の
予
防
や

治
療
に
役
立
ち
ま
す
。 

日
頃
、
関
節
痛
な
ど
体
の
こ
と

で
お
悩
み
の
方
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
対
処
法
を

丁
寧
に
ご
指
導
し
ま
す
。 

▼
日
時
　
1
月
22
日
（日）
　13
時
30
分

か
ら
16
時
30
分
ま
で
 

▼
場
所
　
総
合
体
育
館
（
ア
ル
ゴ
）

軽
運
動
室
 

▼
講
師
　
鳥
居
　
敦 
氏
（
鳥
居
接

骨
院
院
長
） 

▼
対
象
　
満
15
歳
以
上
の
方
 

▼
定
員
　
30
名
（
先
着
順
） 

▼
受
講
料
　
２，
０
０
０
円
（
資

料
代
を
含
む
） 

▼
申
し
込
み
期
間
　
1
月
5
日
（木）

か
ら
1
月
15
日
（日）
ま
で
 

▼
申
し
込
み
方
法
　
①
氏
名
②
年

齢
③
性
別
④
現
住
所
（
�

）
⑤

勤
務
先
（
�

）
お
よ
び
ス
ポ
ー

ツ
マ
ッ
サ
ー
ジ
講
習
会
希
望
と

記
入
の
う
え
、
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ

ク
ス
ま
た
は
ア
ル
ゴ
窓
口
に
備

え
付
け
の
申
込
書
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
　
 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

小
野
市
総
合
体
育
館
（
ア
ル
ゴ
）

〒
６
７
５
　

―
　

１
３
７
８
　
小
野

市
王
子
町
９
１
７
　

―
　

１
（
�

　

７
０
０
０
・
フ
ァ
ク
ス
　
７
５

６
０
） 

リ
ン
パ
ド
レ
ナ
ー
ジ
ュ
と
は
、

体
内
を
流
れ
る
リ
ン
パ
液
の
流
れ

を
ス
ム
ー
ズ
に
さ
せ
る
テ
ク
ニ
ッ

ク
（
手
技
）
で
す
。
リ
ン
パ
液
の

流
れ
が
悪
く
な
る
と
む
く
み
や
肌

荒
れ
、
肩
こ
り
の
原
因
に
な
り
ま
す
。 

リ
ン
パ
ド
レ
ナ
ー
ジ
ュ
は
老
廃

物
を
取
り
除
く
リ
ン
パ
の
働
き
を

促
進
し
ま
す
の
で
、
ス
ポ
ー
ツ
後

の
疲
労
回
復
に
も
用
い
ら
れ
ま
す
。 

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
体
験
し
て

み
ま
し
ょ
う
。 

▼
日
時
　
２
月
12
日
（日）
　13
時
30
分

か
ら
16
時
ま
で
 

▼
場
所
　
総
合
体
育
館
（
ア
ル
ゴ
）

軽
運
動
室
 

▼
講
師
　
平
成
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー

ナ
ー
専
門
学
校
　
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ

ク
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
学
科
　
副
学

科
長
　
武
内
信
幸
氏
 

・
指
導
協
力
　
平
成
ス
ポ
ー
ツ
ト

レ
ー
ナ
ー
専
門
学
校
　
学
生
ト

レ
ー
ナ
ー
 

▼
募
集
定
員
　
30
名
（
先
着
順
） 

▼
受
講
料
　
２，
０
０
０
円
 

▼
申
し
込
み
期
間
　
１
月
22
日
（日）

か
ら
２
月
５
日
（日）
ま
で
 

▼
対
象
・
申
し
込
み
方
法
・
申
し

込
み
先
　「
平
成
17
年
度
ス
ポ
ー

ツ
マ
ッ
サ
ー
ジ
講
習
会
」
と
同

様
で
す
。 

※
申
込
書
に
は
「
平
成
17
年
度
リ

ン
パ
ド
レ
ナ
ー
ジ
ュ
講
習
会
申

込
書
」
と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。 

市
内
８
つ
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

21
が
交
流
を
目
的
と
し
て
開
催
し

ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
の
会

員
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
初
め
て
の
方
も
気
軽
に
参
加

で
き
る
ア
ジ
ャ
タ
（
ス
ポ
ー
ツ
玉

入
れ
）
で
す
。 

▼
日
時
　
２
月
11
日
（土）
９
時
15
分

開
会
 

▼
場
所
　
総
合
体
育
館
（
ア
ル
ゴ
）

ア
リ
ー
ナ
 

▼
内
容
　
ア
ジ
ャ
タ
（
ス
ポ
ー
ツ

玉
入
れ
） 

・
誕
生
月
対
抗
 

・
ク
ラ
ブ
対
抗
（
キ
ッ
ズ
の
部
２

ｍ
60
㎝
・
一
般
の
部
４
ｍ
12
㎝
） 

▼
参
加
料
　
無
料
 

▼
申
し
込
み
方
法
　
各
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
21
事
務
局
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
各
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
21
事
務
局
ま
た
は
市
推

進
委
員
会
事
務
局
（
体
育
保
健

課
内
�

２
５
９
１
） 

い
よ
い
よ
”の
じ
ぎ
く
兵
庫
国

体
“
の
開
催
年
を
迎
え
ま
し
た
。

成
年
男
子
６
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

の
会
場
と
な
る
当
市
で
は
、
ト
ッ

プ
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
魅
せ
る
パ
ワ
ー

や
ス
ピ
ー
ド
、
応
援
団
に
よ
る
応

援
方
法
を
体
感
し
、
小
野
市
で
の

国
体
気
運
を
高
め
る
た
め
、
Ｖ
リ
ー

グ
観
戦
事
業
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ

ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

▼
内
容
　
第
12
回
Ｖ
リ
ー
グ
「
サ

ン
ト
リ
ー
サ
ン
バ
ー
ズ
VS
松
下

電
器
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
パ
ン
サ
ー

ズ
」 

※
14
時
5
分
開
始
の
１
試
合
の
み
 

▼
日
程
　
２
月
５
日
（日）
 

▼
集
合
場
所
・
時
間
　
市
役
所
東

駐
車
場
・
11
時
15
分
集
合
 

▼
会
場
　
箕
面
市
立
第
一
総
合
運

動
場
市
民
体
育
館
 

※
貸
切
バ
ス
で
移
動
し
ま
す
 

▼
参
加
費
用
　
２，
０
０
０
円
（
チ

ケ
ッ
ト
・
応
援
グ
ッ
ズ
代
） 

▼
募
集
対
象
　
市
内
在
住
、
在
勤

ま
た
は
在
学
の
方
 

▼
募
集
人
数
　
60
名
 

▼
申
し
込
み
方
法
　
市
役
所
窓
口
、

教
育
委
員
会
、
各
コ
ミ
セ
ン
、

ア
ル
ゴ
、
ア
ク
ト
備
え
付
け
の

申
込
書
に
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
等
を
ご
記
入
の
う
え
、

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
、
郵
送
に
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

※
申
し
込
み
が
定
員
を
超
え
た
場

合
は
抽
選
に
よ
り
決
定
し
、
当

選
者
の
発
表
は
、
案
内
の
発
送

を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
な
お
、
中
学
生
以
下

の
方
は
２０
歳
以
上
の
責
任
者
同

伴
の
方
の
み
可
能
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

▼
申
し
込
み
期
日
　
１
月
16
日
（月）

必
着
 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

〒
６
７
５
　

―
　

１
３
８
０
　
小
野

市
王
子
町
８
０
６
　

―
　

１
　
の
じ

ぎ
く
兵
庫
国
体
小
野
市
実
行
委

員
会
事
務
局
（
�

　
４
３
１
１
・

フ
ァ
ク
ス
　
３
６
９
０
）
Ｕ
Ｒ

Ｌ
 

募

　

集

 

◯ 62

◯ 62

◯ 63
◯ 63

◯ 63

ス
ポ
ー
ツ
マ
ッ
サ
ー
ジ
 

　
　
　
　
　
　
講
習
会
 

リ
ン
パ
ド
レ
ナ
ー
ジ
ュ
 

　
　
　
　
　
　
講
習
会
 

　
　http://w

w
w
.city.ono.h 

yogo.jp/̃kokutai/ 
 

”国
体
啓
発
イ
ベ
ン
ト
“ 
V
リ
ー
グ
を
観
に
行
こ
う
！
 

2月5日
（日） 

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
交
流
 

ア
ジ
ャ
タ
（
ス
ポ
ー
ツ
玉
入
れ
）
大
会
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視
覚
障
害
者
へ
の
情
報
提
供
を

支
援
す
る
た
め
に
必
要
な
技
術
を

習
得
す
る
目
的
で
、
点
訳
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
開
講
し
ま
す
。 

▼
日
時
　
１
月
24
日
（火）
か
ら
３
月

14
日
（火）
ま
で
〈
毎
週
火
曜
日
・

全
８
回
〉13
時
30
分
か
ら
15
時

30
分
 

▼
場
所
　
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
室
 

▼
対
象
者
　
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
関
心
の
あ
る
方
 

▼
定
員
　
10
名
 

▼
主
催
　
点
訳
サ
ー
ク
ル
「
カ
リ

タ
ス
点
字
」 

▼
共
催
　
小
野
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
 

▼
講
師
　
点
訳
サ
ー
ク
ル
「
カ
リ

タ
ス
点
字
」
メ
ン
バ
ー
 

▼
受
講
料
　
無
料
 

▼
申
し
込
み
期
日
　
１
月
20
日
（金）
 

▼
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
　

〒
６
７
５
　

―
　

１
３
７
８
　
小
野

市
王
子
町
８
０
１
　
小
野
市
社

会
福
祉
協
議
会
　
小
野
市
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
�

　
２

５
７
５
・
フ
ァ
ク
ス
　
５
１
９

１
） 

 

▼
放
送
大
学
と
は
　
テ
レ
ビ
・
ラ

ジ
オ
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う

正
規
の
大
学
で
す
。 

▼
入
学
資
格
・
科
目
数
　
 

　
教
養
学
部
　
15
歳
以
上
で
あ
れ

ば
、
誰
で
も
入
学
で
き
、
幅
広

い
分
野
の
約
３
０
０
科
目
か
ら

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
入
学

試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
大
学
院
　
18
歳
以
上
で
大
学
入

学
資
格
を
お
持
ち
の
方
は
、
誰

で
も
入
学
で
き
、
約
60
科
目
の

う
ち
好
き
な
科
目
を
、
１
科
目

か
ら
学
べ
ま
す
。 

▼
募
集
期
限
　
２
月
28
日
（火）
ま
で
 

▼
視
聴
方
法
　
ス
カ
イ
パ
ー
フ
ェ

ク
T
V
！
（
テ
レ
ビ
２
０
５

c
h
ラ
ジ
オ
５
０
０
c
h
）
全

国
放
送
中
 

▼
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先
　

放
送
大
学
兵
庫
学
習
セ
ン
タ
ー

（
神
戸
大
学
六
甲
台
キ
ャ
ン
パ

ス
内
）（
�

０
７
８
 

０
０
５

２
・
フ
ァ
ク
ス
０
７
８
 
０
０

６
７
） 
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
 

▼
応
募
資
格
　
18
歳
以
上
27
歳
未

満
の
男
子
 

▼
受
付
期
限
　
２
月
６
日
（月）
ま
で
 

▼
試
験
日
　
２
月
11
日
（祝）
、12
日

（日）
の
い
ず
れ
か
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
自
衛
隊
兵
庫

地
方
連
絡
部
青
野
原
募
集
事
務

所
（
�

　
７
９
５
９
） 

★
建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
等
★
 

平
成
18
・
19
年
度
の
指
名
競
争

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の
受
け

付
け
を
行
い
ま
す
。 

▼
対
象
　
市
発
注
の
建
設
工
事
、

測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

の
入
札
・
見
積
に
参
加
を
希
望

さ
れ
る
法
人
、
個
人
。 

▼
申
請
書
類
　
財
政
課
窓
口
で
配

布
中
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
（
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）。 

▼
受
付
期
間
　
２
月
２
日
（木）
か
ら

同
月
２３
日
（木）
ま
で
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
市
役
所
本
庁

舎
４
階
財
政
課
契
約
担
当
（
�

　
１
０
１
４
）
ま
で
 

　
 

初
め
て
消
費
税
の
申
告
を
さ
れ

る
方
や
、
す
で
に
消
費
税
の
申
告

を
さ
れ
て
い
る
方
で
、
専
門
家
の

指
導
を
希
望
さ
れ
る
方
を
対
象
に
、

記
帳
の
ポ
イ
ン
ト
や
税
額
の
算
定

と
申
告
方
法
な
ど
、
実
際
の
納
税

に
つ
い
て
指
導
し
ま
す
。 

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
事
前
に

電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

▼
日
時
　
 

・
２
月
３
日
（金）
９
時
か
ら
16
時
 

・
２
月
２４
日
（金）
９
時
か
ら
16
時
 

・
３
月
３
日
（金）
９
時
か
ら
16
時
 

▼
会
場
　
商
工
会
議
所
３
階
　
会

議
室
 

▼
講
師
　
近
畿
税
理
士
会
　
社
支

部
所
属
税
理
士
 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

商
工
会
議
所
指
導
課
（
�

　
１

１
６
１
） 

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
の

視
聴
可
能
エ
リ
ア
が
順
次
拡
大
し

て
い
ま
す
。 

今
年
の
3
月
に
は
小
野
市
域
の

一
部
を
受
信
エ
リ
ア
に
収
め
る
三

木
中
継
局
が
開
局
し
ま
す
。
開
局

に
よ
り
市
街
地
以
南
や
、
来
住
、

河
合
方
面
等
の
ご
家
庭
で
地
上
デ

ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
が
ご
覧
い
た
だ
け

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

ご
自
宅
の
テ
レ
ビ
ア
ン
テ
ナ
が

三
木
市
西
部
の
正
法
寺
山
を
向
い

て
い
る
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

▼
参
考
　
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ

放
送
を
ご
覧
い
た
だ
く
に
は
デ

ジ
タ
ル
対
応
機
器
（
デ
ジ
タ
ル

チ
ュ
ー
ナ
ー
）
が
必
要
に
な
り

ま
す
。 

▼
そ
の
他
　
受
信
機
器
お
よ
び
ア

ン
テ
ナ
等
の
設
置
に
関
し
ま
し

て
は
販
売
店
様
ま
で
ご
相
談
願

い
ま
す
。 

※
な
お
、
開
局
情
報
は
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
（
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）。 

暮らしの情報 

募
集
・
お
知
ら
せ
 

募

　

集

 

お

知

ら

せ

 

母
子
家
庭
等
（
父
子
家
庭
含
む
）

を
対
象
と
し
た
専
門
家
に
よ
る
特

別
相
談
を
行
い
ま
す
。 

慰
謝
料
請
求
、
養
育
費
請
求
、

遺
産
相
続
な
ど
法
律
問
題
で
お
悩

み
の
方
で
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方

は
前
も
っ
て
福
祉
課
児
童
福
祉
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

▼
実
施
日
・
場
所
 

・
２
月
２
日
（木）
加
古
川
健
康
福
祉

事
務
所
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
福
祉
課
児
童

福
祉
係
（
�

　
１
６
４
５
） 

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
 

 
三
木
中
継
局
ま
も
な
く
開
局
 

 

平
成
１８
年
度
 

　
第
１
学
期
学
部
生
 

　
・
大
学
院
修
士
課
程
科
目
 

  自
宅
が
キ
ャ
ン
パ
ス
 

「

放

送

大

学

」
 

http://w
w
w
.u-air.ac.jp 

 

◯ 805

◯ 805

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
受
付
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ht 

　tp://w
w
w
.city.ono.hyogo.jp/

自
衛
官
「
2
等
陸
海
空
士
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
の
募
集
 

 

◯ 66

◯ 63

◯ 63

◯ 63

◯ 63

◯ 63

点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
 

　
　
　
　
受
講
生
募
集
 

母
子
家
庭
等
特
別
相
談
 

　
　
　
　
　
を
行
い
ま
す
。 

消
費
税
相
談
・
指
導
を
 

　
　
　
無
料
で
行
い
ま
す
 

　
商
工
会
議
所
・
中
小
企
業
相
談
所
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　http: 

//w
w
w
.city.ono.hyogo.jp/
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今
回
は
中
尾
と
く
ゑ
さ
ん
（
76

歳
）
の
作
品
を
展
示
い
た
し
ま
す
。 

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。 

▼
場
所
　
お
の
夢
館
 

▼
期
間
　
１
月
５
日
（木）
か
ら
１
月

31
日
（火）
ま
で
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
お
の
夢
館
　

小
野
市
上
本
町
94
（
�

・
フ
ァ

ク
ス
　
２
１
２
６
）
Ｅ
メ
ー
ル
 

 ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 

  
お
の
夢
館
の
開
館
時
間
　
　
　
　

10
時
か
ら
17
時
（
ス
タ
ッ
フ
は

13
時
か
ら
17
時
ま
で
常
駐
） 

休
館
日
　
水
曜
日
 

野
菜
が
豊
富
な
季
節
で
す
。
鍋

物
に
、
汁
物
に
、
お
で
ん
に
・
・
・
 

こ
の
季
節
に
た
っ
ぷ
り
野
菜
を

摂
り
ま
し
ょ
う
。 

交
通
事
故
、
詐
欺
、
脅
し
な
ど

の
犯
罪
の
被
害
に
あ
い
、
警
察
や

検
察
庁
に
訴
え
た
が
、
検
察
官
が

そ
の
事
件
を
起
訴
し
て
く
れ
な
い
。 

こ
の
よ
う
な
不
満
を
お
持
ち
の

方
の
た
め
に
検
察
審
査
会
が
あ
り

ま
す
。 

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

費
用
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く
守

ら
れ
ま
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
神
戸
地
方
裁

判
所
姫
路
支
部
内
姫
路
検
察
審

査
会
（
�

０
７
９
２
 
２
７
２

１
） 

冬
の
鍋
物
に
は
欠
か
せ
な
い
の

が
白
菜
で
す
。
白
菜
に
は
、
ビ
タ

ミ
ン
Ｃ
・
カ
リ
ウ
ム
が
豊
富
に
含

ま
れ
て
い
ま
す
。 

ビ
タ
ミ
ン
C
は
、
白
血
球
の
働

き
を
高
め
て
免
疫
力
を
強
化
す
る
た

め
、
風
邪
の
予
防
や
疲
労
回
復
に
効

果
的
で
す
。
ま
た
、
芯
よ
り
も
葉
に

多
く
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
鍋
に
は

葉
を
た
っ
ぷ
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。 

カ
リ
ウ
ム
は
体
内
の
塩
分
を
排

出
す
る
作
用
が
あ
り
、
高
血
圧
の

人
に
は
必
要
な
栄
養
素
。
白
菜
を

食
べ
て
、
高
血
圧
を
予
防
し
ま
し

ょ
う
。
カ
リ
ウ
ム
は
水
に
溶
け
や

す
い
の
で
、
ス
ー
プ
・
汁
物
・
鍋

に
オ
ス
ス
メ
で
す
。 

ま
た
、
食
物
繊
維
を
多
く
含
む

た
め
、
整
腸
作
用
と
利
尿
作
用
も

あ
り
ま
す
。 

日
本
人
が
一
番
親
し
み
の
あ
る

野
菜
と
い
え
ば
、
何
と
言
っ
て
も

大
根
で
す
。
大
根
が
日
本
人
に
愛

さ
れ
る
の
は
、
旬
の
食
材
と
相
性

が
い
い
か
ら
で
す
。 

「
サ
ン
マ
に
大
根
お
ろ
し
」
は

定
番
で
す
が
、
大
根
は
魚
の
美
味

し
さ
を
引
き
立
て
る
だ
け
で
な
く
、

魚
の
し
つ
こ
い
脂
肪
分
を
分
解
す

る
役
目
も
あ
る
の
で
す
。
刺
し
身

の
つ
ま
も
、
単
な
る
飾
り
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
大
根
の
殺
菌
効
果
で
、

刺
し
身
が
悪
く
な
る
の
を
防
止
し

て
い
る
の
で
す
。 

大
根
に
は
、
ジ
ア
ス
タ
ー
ゼ
な

ど
の
消
化
酵
素
が
含
ま
れ
、
食
べ

物
の
消
化
を
促
進
し
、
ビ
タ
ミ
ン

C
も
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
大
根
の
葉
に
は
、
ビ
タ
ミ
ン

A
・
B
・
C
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
リ
ン

な
ど
の
栄
養
が
ギ
ッ
シ
リ
詰
ま
り
、

ほ
う
れ
ん
草
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
栄

養
価
が
あ
り
ま
す
。
炒
め
物
に
し

て
よ
し
、
汁
物
の
実
に
し
て
も
よ

し
、
大
根
の
葉
も
捨
て
な
い
で
有

効
に
使
い
た
い
も
の
で
す
。 

ビ
タ
ミ
ン
C
を
は
じ
め
、
ビ
タ

ミ
ン
A
、B
1
、B
2
を
多
く
含
み
、

特
に
C
は
青
菜
の
2
倍
以
上
、
レ

モ
ン
の
約
4
倍
の
含
有
量
で
す
。

食
物
繊
維
や
ミ
ネ
ラ
ル
の
鉄
、
カ

ル
シ
ウ
ム
、
カ
リ
ウ
ム
、
カ
ロ
テ

ン
な
ど
も
多
く
、
か
ぜ
や
便
秘
の

予
防
、
疲
労
回
復
、
美
肌
保
持
に

絶
好
の
野
菜
で
す
。 

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
水
溶
性
ビ
タ
ミ

ン
で
、
茹
で
る
と
溶
け
て
し
ま
う

の
で
、
調
理
に
は
注
意
が
必
要
で

す
。
茹
で
ず
に
そ
の
ま
ま
調
理
し

た
り
、
軽
く
茹
で
る
だ
け
に
す
る

な
ど
、
工
夫
を
し
て
み
る
の
も
い

い
で
し
ょ
う
。
旬
で
あ
る
冬
か
ら

初
春
に
か
け
て
ス
ー
プ
や
シ
チ
ュ
ー

な
ど
に
い
れ
て
い
た
だ
け
ば
、
溶

け
出
し
た
ビ
タ
ミ
ン
を
摂
れ
る
の

で
オ
ス
ス
メ
で
す
。
そ
の
他
に
も

サ
ラ
ダ
な
ど
の
定
番
の
も
の
以
外

に
も
、
フ
ラ
イ
や
天
ぷ
ら
、
グ
ラ

タ
ン
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
調
理
方
法

で
も
お
い
し
く
い
た
だ
け
ま
す
。 

ほ
う
れ
ん
草
は
緑
黄
食
野
菜
の

代
表
と
も
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
栄
養

価
の
高
い
野
菜
で
す
。
１
０
０
ｇ

食
べ
る
だ
け
で
１
日
に
必
要
な
カ

ロ
テ
ン
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
の
ほ
ぼ
全

量
を
摂
取
で
き
る
ほ
ど
で
す
。
ビ

タ
ミ
ン
Ｃ
に
お
い
て
は
は
夏
の
物

と
比
べ
て
な
ん
と
３
倍
も
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
他
の
栄
養
分
も
冬
の

方
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。 

カ
ロ
テ
ン
は
体
内
で
皮
膚
粘
膜

を
作
る
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
に
変
わ
り
ま

す
の
で
、
夜
盲
症
・
肌
荒
れ
に
効

果
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
抗
菌
作

用
や
免
疫
力
を
高
め
る
作
用
が
あ

り
、
風
邪
の
予
防
に
も
有
効
で
す
。 

ま
た
、
鉄
分
も
多
く
含
み
ま
す
。

葉
酸
と
共
に
貧
血
予
防
に
欠
か
せ

な
い
重
要
な
栄
養
分
で
す
。 

た
だ
し
、
ほ
う
れ
ん
草
な
ど
に

含
ま
れ
る
植
物
性
の
非
ヘ
ム
鉄
は

吸
収
率
が
か
な
り
低
め
で
、
効
率

よ
く
摂
る
た
め
に
は
良
質
の
た
ん

ぱ
く
質
で
あ
る
卵
や
魚
、
肉
と
一

緒
に
摂
っ
て
吸
収
率
を
上
げ
る
と

よ
い
で
し
ょ
う
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
と

の
組
み
合
わ
せ
で
さ
ら
に
ア
ッ
プ

し
ま
す
。 

シ
ュ
ウ
酸
は
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸

収
を
阻
害
し
た
り
、
結
石
を
つ
く

る
作
用
が
あ
り
ま
す
が
、
下
茹
で

さ
え
す
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
が
取
り

除
か
れ
ま
す
。 

お

知

ら

せ

 

お
の
夢
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

onoyum
eyakata@

ybb.ne.jp

　
　
　
　
　
　
　http://blog 

livedoor:jp/onoyum
eyaka 

ta/

◯ 63

長年にわたり作られた作品です 

ご
存
知
で
す
か
？
 

 
 
 
 
検
察
審
査
会
 

 

◯ 23

お
の
健
康
プ
ラ
ン
21 
 

野
菜
を
食
べ
よ
う
 

 
 
 
 
 
 （
冬
野
菜
編
） 

 白
　
菜
 

大
　
根
 

ほ
う
れ
ん
草
 

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
 

・
・
 



28平成１８年　広報「おの」１月号 ◎「広報おの」は資源保護のため、再生紙を使用しています。 

◎各教室、健診にお越しの時は、母子健康手帳をご持参ください。 

　母子健康手帳交付 
◯平日 8時30分～16時30分　＝保健センター 
　窓口で随時行います。妊娠連絡票をご持参ください。 

　未来のパパママ教室 
◯ 1 月20日　出産予定日が平成18年 3 月・4月の方 
　 9 時30分～11時30分　＝保健センター 

　ＢＣＧ予防接種 
◯ 1 月30日　平成17年 7月31日から平成17年10月30日生
　まれで未接種の乳児 
　受付時間　13時30分～14時30分　＝保健センター 
　（予診票をご持参ください。） 

　４か月児健康診査 
◯ 1月30日　平成17年 9 月生まれの乳児 
　受付時間　13時～14時　＝保健センター 

　７か月児教室 
◯ 1月27日　平成17年 6 月生まれの乳児 
　10時～11時30分　＝保健センター 

　１歳６か月児健康診査 
◯ 1月16日　平成16年 7 月生まれの幼児 
◯ 2 月 6 日　平成16年 8 月生まれの幼児 
　受付時間　13時～14時30分　＝保健センター 
（事前にアンケート用紙を送付します。お手元にない方
は保健センターへご連絡ください。） 
（歯を磨いて来てください。） 

　３歳児健康診査 
◯ 1月17日　平成14年11月生まれの幼児 
　受付時間　13時～14時30分　＝保健センター 
（事前にアンケート用紙を送付します。お手元にない方
は保健センターへご連絡ください。） 
（歯を磨いて来てください。） 

　にこにこくらぶ（ふたご・みつごをもつ親の交流会） 
◯ 1月13日・2月10日　 
　10時～11時30分　＝保健センター 

　こころの相談 
◯ 1月23日　13時30分～15時 
　＝社健康福祉事務所（社保健所）（予約制） 
　� 0 7 9 5 9 3 6 7  

　一般健康相談 
◯ 1月 6日、13日・2月 3日、10日　13時～14時 
　＝社健康福祉事務所（社保健所）（予約制） 
　� 0 7 9 5 9 3 6 5  

　HIV（エイズ）抗体・肝炎ウイルス検査・相談 
◯ 1月 5日、12日・2月 2日、9日　9時30分～11時 
　＝社健康福祉事務所（社保健所）（予約制） 
　� 0 7 9 5 9 3 6 5  
　即日検査（迅速スクリーニング検査）を行います。 
　（HIV抗体検査は、無料・匿名で受けることができます。） 

　ネコの引き取り 
◯ 1 月16日、30日・2月 6日 
　８時30分～10時　＝保健センター 

★診療時間は、9時から18時までです。原則として往診はしません。 
★当番医は変更することがありますので、当日の新聞で確認してください。 

★診療時間は、18時から21時です。 
★当番医は変更することがありますので、消防テレホンサービス（� 7119）
　または、消防署（� 0119）で確認してください。 
★「休日当直医」及び「内科系週日時間外救急診療」の情報は『小野市・加東郡
医師会』のホームページにも掲載されています。 
http://www11.ocn.ne.jp/̃onokato/

※なお、当番病院は、消防署（� 0119）で確認のうえ受診してください。 

田 渕 医 院  
緑 駿 病 院  
坂 本 医 院  
小 島 クリニック  
曽 野 医 院  
赤 羽 目 医 院  
依 藤 診 療 所  
育が丘クリニック 
吉 川 医 院  
青 山 医 院  
町立東条診療所  
ひまわりクリニック 
復 井 診 療 所  
岡 田 内 科 医 院  
篠 原 医 院  
土 井 病 院  
ま す む ら 医 院  
松 尾 内 科  
小 島 クリニック  
兵庫青野原病院  
清水内科クリニック 
吉 川 医 院  
つぼた小児科医院 
神 医 院  
篠 原 医 院  
清水内科クリニック 
神 医 院  
まつい子どもクリニック 
松 本小児科医院  
ふるもとクリニック 
伊 佐 治 医 院  
岡 村 医 院  

４日（水） 
５日（木） 
６日（金） 
７日（土） 
１０日（火） 
１１日（水） 
１２日（木） 
１３日（金） 
１４日（土） 
１６日（月） 
１７日（火） 
１８日（水） 
１９日（木） 
２０日（金） 
２１日（土） 
２３日（月） 
２４日（火） 
２５日（水） 
２６日（木） 
２７日（金） 
２８日（土） 
３０日（月） 
３１日（火） 
１日（水） 
２日（木） 
３日（金） 
４日（土） 
６日（月） 
７日（火） 
８日（水） 
９日（木） 
１０日（金） 

1月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2月 

加東郡滝野町新町 
復 井 町  
加東郡社町上中 
王 子 町  
加東郡社町東古瀬 
加東郡滝野町北野 
本 町  
樫 山 町  
加東郡社町社 
加東郡東条町吉井 
加東郡東条町新定 
神 明 町  
復 井 町  
市 場 町  
粟 生 町  
復 井 町  
加東郡滝野町上滝野 
黒 川 町  
王 子 町  
南 青 野  
敷 地 町  
加東郡社町社 
西 本 町  
加東郡東条町森 
粟 生 町  
敷 地 町  
加東郡東条町森 
敷 地 町  
加東郡社町社 
加東郡社町社 
神 明 町  
敷 地 町  

北播磨小児救急輪番のお知らせ 

休日当直医（内科系・外科系） 
月　日 住　所 電　話 当番医 

上・内科医 
下・外科医 

〒675－1380　小野市王子町806－1 
�　 
ファクス 
ホームページアドレス　http://www.city.ono．hyogo.jp

人　口　50,676人（前月比  －4） 
　男　　24,774人　　　　女　　25,902人 
世帯数　17,347世帯　　面　積　  93.84ｋｍ ２ 

〈編集・発行〉 
小野市総務部市民サービス課 

小野市は、 
成年男子６人制バレーボール 
競技の開催地です。 

まちの動き 
12月1日現在 

0794 1013　 
0794 1047

０７９５ ０１６０ 
２０２０ 

０７９５ ６６６０ 
２７２７ 

０７９５ ６２９９ 
０７９５ ５０５８ 
００２８ 
８１１２ 

０７９５ ０１０５ 
０７９５ ０３２１ 
０７９５ ００４８ 
７２０９ 
７３１８ 
７３６６ 
２８１０ 
２１１９ 

０７９５ ０７０４ 
０８８０ 
２７２７ 
２２３３ 
１００５ 

０７９５ ０１０５ 
２７５２ 

０７９５ ０１４４ 
２８１０ 
１００５ 

０７９５ ０１４４ 
７３６６ 

０７９５ ５１０５ 
０７９５ ０２０２ 
７８８７ 
４３００ 

月　日 電　話 当　番　医 

診　療　時　間 曜　日 

土・日・祝日 

月・水・金 

住　所 

内科系週日時間外救急診療 

1月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2月 

１日（祝） 
 

２日（月） 
 

３日（火） 
 

８日（日） 
 

９日（祝） 
 

１５日（日） 
 

２２日（日） 
 

２９日（日） 
 

５日（日） 

公立社総合病院 
小 野 市 民 病 院  
兵庫青野原病院 
小 野 市 民 病 院  
小 野 市 民 病 院  
公立社総合病院 
公立社総合病院 
公立社総合病院 
清水内科クリニック 
武 田 整 形 外 科  
神 医 院  
小 野 市 民 病 院  
小 野 市 民 病 院  
公立社総合病院 
嬉 野 診 療 所  
兵庫青野原病院 
森下クリニック  
小 野 市 民 病 院  

加東郡社町家原 
中 町  
南 青 野  
中 町  
中 町  
加東郡社町家原 
加東郡社町家原 
加東郡社町家原 
敷 地 町  
加東郡滝野町下滝野 
加東郡東条町森 
中 町  
中 町  
加東郡社町家原 
加東郡社町山国 
南 青 野  
加東郡社町社 
中 町  

０７９５ ５５１１ 
２０２０ 
２２３３ 
２０２０ 
２０２０ 

０７９５ ５５１１ 
０７９５ ５５１１ 
０７９５ ５５１１ 
１００５ 

０７９５ ５３５５ 
０７９５ ０１４４ 
２０２０ 
２０２０ 

０７９５ ５５１１ 
０７９５ ８４７７ 
２２３３ 

０７９５ ００２４ 
２０２０ 

17時～24時まで 
12時～24時まで 
ただし、第2・4・5日曜日は9時～24時まで 

内 
外 
内 
外 
内 
外 
内 
外 
内 
外 
内 
外 
内 
外 
内 
外 
内 
外 


